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市
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
た
北
本
市
は
、

未
来
を
拓
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。

On the Occasion of Publication    
Kenji Ishizu, Mayor of Kitamoto City
Kitamoto City is located around the center of Saitama. It started in 1971 as the 33rd city in Saitama, and is going to celebrate its 40th anniversary 
this year. The city, with the population of approximately 70 thousand people, has been developed as a residential town near the capital city.
Our city is surrounded by rich and attractive natural environment, including approximately 800-year-old Ishito Kabazakura (Ishito Kaba cherry 
tree) and grove in Musashino.
We are making a concerted effort to make the city where the citizens live with dreams and hopes and prefer to live forever.

発
刊
に
当
た
っ
て

北
本
市
長　

石
津
賢
治

　

北
本
市
は
、
埼
玉
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
大
宮
台
地
上
の
ほ
ぼ
平
坦
な
地
形
と

な
っ
て
お
り
、
高
崎
線
の
北
本
駅
を
中
心
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
外

側
に
は
緑
豊
か
な
田
園
地
帯
が
広
が
り
、
市
域
の
西
側
に
は
荒
川
が
流
れ
、
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
樹
齢
約
8
0
0
年
の「
石
戸
蒲
ザ
ク
ラ
」を
始
め
、
大
宮
台

地
の
浸
食
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
谷
津
に
昔
な
が
ら
の
湧
水
や
斜
面
林
、コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
の
雑
木
林
な
ど
魅
力
あ
る
豊
か
な
自
然
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
46
年
に
県
下
33
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
た
北
本
市
は
、
本
年
、
市
制
施
行

40
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
間
、
首
都
圏
45
㎞
圏
内
で
、
都
心
ま
で
45
分
と
い
う
好
条

件
か
ら
人
口
も
急
増
し
、
首
都
近
郊
の
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
市
が
誘
致
を
進
め
て
き
た「
関
東
グ
リ
コ
株
式
会
社
北
本
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

の
建
設
や
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道「
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」の
開
通
な

ど
、
本
市
は
今
ま
さ
に
新
た
な
飛
躍
に
向
け
て
歩
み
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
先
人
た
ち
が
築
き
、
守
っ
て
き
た
歴
史
と
文
化
と
豊
か
な
自
然
を
次
世

代
へ
と
継
承
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
と
の
協
働
を
基
本
理
念
に「
優
し

さ
と
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
へ
」、「
未
来
を
は
ぐ
く
む
北
本
へ
」、「
約
束
が
守
ら
れ
る
安

心
・
安
全
な
ま
ち
へ
」の
3
本
の
柱
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
と
し
て
、
市
民
の
皆

様
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、「
ず
っ
と
暮
ら
し
続
け
た
い
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
や
本
市
の
歩
み
と
現
在
の
姿
、

そ
し
て
市
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
姿
を
紹
介
す
る
市
勢
要
覧
を
発
行

い
た
し
ま
し
た
。こ
の
冊
子
を
ご
覧
い
た
だ
き
、わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
北
本
市
に
一
層
の

ご
理
解
と
愛
着
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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きたもとトピックス 7

Improvement of Kitamoto Factory
Attraction of enterprises will lead to revitalization of regional economy, expansion of employment opportunities, increased tax revenue, and improvement of the city image. 

Kanto Glico Kitamoto Factory will start operation in the spring of 2012. Making the most of the opportunity of the new factory construction, the city is making further efforts to 

attract more enterprises. 

Improvement of a new city hall and Children’s Plaza (tentative name) 
Due to the low seismic performance of the existing city hall building, the risks of the building to be collapsed had been frequently pointed out. Accordingly, reconstruction of the 

city hall was proposed for the purpose of ensuring functions of disaster management base at the time of disaster outbreak and improvement of services for the citizens. The 

basic design is considered in consultation with the citizens. On the premises, Children’s Plaza (tentative name) which has a children’s library is also planned.

Opening of Okegawa Kitamoto Interchange of Ken-O Expressway
Ken-O Expressway (Metropolitan Inter-City Expressway) is under construction as a ring road linking areas around Tokyo with total extension of approximately 300 km. In 

March 2010, Okegawa Kitamoto Interchange was opened. It is expected that Kitamoto will be popular and be able to attract more enterprisesand tourists.  

Improvement in childrearing and educational environment. 
The core day-care center (tentative name) is scheduled to be open in 2012. It will be a base facility of comprehensive childrearing in the community. In order to ensure safe 

and secure educational environment, antiseismic reinforcement/large-scale refurbishment works of primary/lower secondary school buildings are progressing. In 2013, school 

lunch system for lower secondary school students will be switched to the one in which lunch for a school’s own students is prepared inside that school. 

中丸に誘致した関東グリコ株式会社北本ファクトリー

平成22年に開通した圏央道桶川北本インターチェンジ耐震補強工事が完了した北本中学校の校舎

新市庁舎・（仮称）こどもプラザの完成予想図

　企業誘致は、地域経済が活性化し、地域住民の雇用を拡大するととも
に、長期的な市税の増収が見込め、市のイメージアップにもつながります。
　中丸9丁目に誘致した関東グリコ株式会社北本ファクトリーは、平成
24年春、稼働を開始します。建物の断熱性と省電力に優れ、環境にも配
慮された最新鋭の工場で、市では多くの人の雇用を見込んでいます。ま
た、工場見学施設も併設されることから、お菓子作りの見学を通して、子
どもたちに夢を与える施設となることも期待されています。
　市では同工場の誘致を誘い水として、圏央道インターチェンジ周辺な
どが産業拠点となるよう、さらなる企業誘致を進めています。

　現市庁舎は、老朽化により耐震性能の不足による
倒壊や崩壊等の危険が指摘されています。そこで、災
害時の防災拠点としての機能の確保や市民サービス
の向上のために庁舎の建て替えが検討され、市民参
画のもとに基本設計の検討を行っています。
　新市庁舎と同じ敷地内に計画されている（仮称）こ
どもプラザは、子育て支援センターの機能を備えた
児童館、こども図書館を併設した複合施設として、平
成26年度の開館を目指しています。それぞれの施設
が持つ機能が相乗効果を発揮し、北本の子育て支援
の拠点施設として利用されることが期待されます。

　圏央道（首都圏中央連絡自動車道）は、神奈川県、東京都、埼玉県、
茨城県、千葉県を結ぶ延長約300kmの環状道路として、平成26年度
の開通を目標に建設が進められており、平成22年3月に桶川北本イン
ターチェンジが開通しました。
　首都圏からのアクセスが格段に向上したことから、企業誘致や、観光
客の誘致、人口増加、知名度のアップなどが期待されています。これを機
に交流人口を増やすために、複数の工場見学等をツアー化した「きたも
と工場探検事業」や、本市の自然環境や歴史的資産と合わせたパッケー
ジツアーなどの構想も進められています。

　待機児童ゼロを目指して整備されている（仮称）
中核保育所は、平成24年4月に開所予定です。病
後児保育事業及び一時保育事業の実施、子育て支
援センターの併設など総合的な地域子育ての拠点
施設となります。
　安全安心な教育環境をつくるために行っているの
が、小中学校の校舎及び屋内運動場の耐震補強・
大規模改修工事です。教室のエアコン整備や太陽
光パネルの設置、小学校のプール改修では低学年
用の浅いコースの整備やプールサイドが熱くならな
い塗装なども行いました。そのほか老朽化したパソ
コンの入れ替えも行いました。
　給食は、学校生活において欠くことのできない重
要な食育の場です。これまで小学校は自校で、中学
校は給食センターで作られてきましたが、平成25
年度より中学校でも自校方式に切り替えます。

新しい雇用の場、産業観光施設として期待！

北本ファクトリーの誕生

北本の知名度アップに貢献、企業や観光客の誘致にも

圏央道桶川北本I.Cの開通

子育てや教育環境の充実を目指して

中核保育所の設置・小中学校大規模改修・中学校の給食自校方式

だれもが暮らしやすく、暮らし続けたいと思うまちを目指して、
現在進行中、あるいは構想中のさまざまな取り組みをご紹介しましょう。

きたもとトピックス
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市民に開かれた新市庁舎と、子育て支援の拠点を
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平成23年度末完成予定の「北本みずべひろば」完成予想図

　平成23年度末の完成を目指して高尾9丁目地先に整備中の多目的広場
は、国の直轄河川事業としては全国初のネーミングライツにより「三国コカ・
コーラボトリング北本みずべひろば」と命名されました。北本市と同社、国
土交通省関東整備局荒川上流河川事務所との三者が公民連携基本協定を
締結したもので、同社はこの公園の維持管理に要する費用の一部を負担す
るとともに、社会貢献活動等を行うことになっています。
　企業と行政の連携により、人々が、荒川に親しみ、自然環境、水資源の
大切さを体験できる拠点づくり、地域の活性化を図る場づくりとして期待さ
れています。

川の自然に親しめる広場を整備

「北本みずべひろば」の開設05

Opening of Kitamoto-mizube-hiroba (Kitamoto waterfront square)
A multipurpose square that was planned to be completed on Arakawa River terrace in 2012 was named as Mikuni Coca-Cola Bottling Kitamoto-mizube-hiroba by the nation’s 

first naming rights agreement. The square is expected to be a place for regional revitalization by collaboration between private businesses and public administration. 

空から見た石戸城跡
（写真提供：北本市教育委員会）

　石戸城は室町時代中頃に築城されたと考えられる北足立地方最大の城跡で
す。北条、太田、上杉などの戦国大名たちの歴史上の舞台となり、永禄6年
（1563）には上杉謙信が逗留しています。また、「関八州古戦録」中には鉢形城寄
居町の北条氏邦との戦乱の様子が伝えられており、現在「一夜堤」の伝説として
当地にも説話が残ります。
　城域は約60,000㎡に及び、埼玉県の重要遺跡にも選定されています。その遺
構の一部を公開し、そこから臨むことができたであろう眺望を再現するために「石
戸城跡展望広場」の整備が計画されています。完成すれば、本市の重要な観光
資源の一つとなることでしょう。

戦国のロマンを伝える伝説の城を再現

石戸城跡展望広場の整備06

Improvement of the observation square of Ishito Castle ruin
Ishito Castle was thought to be constructed in the 16th century. The area of the castle premises amounts to approximately 60,000 m2. The Ishito Castle ruin is designated as 

one of Saitama’s important remains. It is planned to improve a part of the castle ruin as Ishito Castle observation square and open it to the public. 

北本の観光シンボル「石戸蒲ザクラ」

　石戸蒲ザクラは、大正11年に国の指定を受けた樹齢約800年の天然記念物で
す。当時はかなりの巨木で、福島県三春の滝桜、山梨県山高の神代桜、岐阜県根
尾谷の淡墨桜、静岡県狩宿の下馬桜とともに日本五大桜の一つに数えられました。
現在は孫生えも伸長し、樹勢も良好です。樹種は、和名「カバザクラ」という世界
でただ1本の大変貴重な品種で、毎年4月10日前後が花の見頃です。
　また、蒲ザクラには、源頼朝と源義経の異母兄弟であり、蒲冠者と呼ばれた源
範頼という武将にまつわる伝説が残され、江戸時代には多くの文人が訪れました。
　その名木を「観光100万人都市」を目標に掲げた本市の観光のシンボルとして、
さらなるPRに努めていきます。

日本五大桜にも数えられた伝説の名木を観光資源に

石戸蒲ザクラ07

Ishito-kaba-zakura (Ishito-kaba cherry tree)
Ishito-kaba-zakura, aged approximately 800 years, is the state’s designated natural treasure. It is also one of Japan’s five major cherry trees, being the only one tree of the 

precious variety with Japanese name of Kabazakura existing in the world. The cherry tree is mentioned in the legend of a feudal era’s warrior. Active PR activities utilizing the 

cherry tree as the city’s tourism symbol will be further carried out.

特集Ⅰ 

平成22年4月1日、
「北本市自治基本条例」が施行されました。

これは、市民が主役となって、
よりよいまちづくりを進めるために制定したものです。
自分の住むまちを自分たちの手でよくしていこうと、

がんばっている“北本の市民力”を
さまざまな現場からリポートします。

　 　  R E P O R T  　 　

“北本の市民力”
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特集Ⅰ REPORT “ 北本の市民力” 1 快適で安心・安全なまち 特集Ⅰ

登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
る

　

交
通
指
導
員
は
、
公
募
に
よ
り
市

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
30
人
の
市
民
で
構

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
た
、

自
主
的
な
助
け
合
い

　

北
本
団
地
自
治
会
は
、
平
成
11
年

に
自
主
防
災
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
7
年
に
起
き
た
阪
神

淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
い

ざ
と
い
う
と
き
、
ま
と
ま
っ
て
活
動

し
や
す
い
よ
う
に
、
団
地
を
5
つ
の

区
域
に
分
け
て
つ
く
っ
た
自
主
的
な

助
け
合
い
組
織
で
す
。
棟
ご
と
に
各

階
の
居
住
者
が
給
食
給
水
班
、
避
難

誘
導
班
、
救
出
救
護
班
、
消
火
班
、

情
報
連
絡
班
と
、
役
割
を
分
担
し
て

い
ま
す
。

　

毎
年
9
月
に
は
居
住
者
参
加
の
自

主
防
災
訓
練
を
催
し
、
避
難
･
誘
導

や
初
期
消
火
、
救
急
救
護
、
炊
き
出

し
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

A
E
D
の
使
い
方
、
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
体
験
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示

販
売
な
ど
も
あ
わ
せ
て
行
い
、
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
実
際
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
に
か
け
た

ナ
ベ
か
ら
出
火
し
た
が
、
訓
練
を
受

け
て
い
た
お
か
げ
で
落
ち
着
い
て
消

火
で
き
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
日

ご
ろ
の
備
え
と
訓
練
が
何
よ
り
大
切

で
す
ね
」と
林
信
好
副
会
長
。

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
ま
す

ま
す
自
主
防
災
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ

る
昨
今
、
佐
藤
利
彦
会
長
は「
団
地

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
70
歳
以
下
の
健

康
な
人
で
、
平
日
の
朝
8
時
ま
で
と

休
日
に
時
間
の
都
合
が
つ
く
こ
と
が

条
件
で
す
。
警
察
の
講
習
を
受
け

て
、
子
ど
も
た
ち
が
登
校
す
る
時
間

に
交
通
量
の
多
い
危
険
な
交
差
点
に

立
ち
、
安
全
通
行
の
た
め
の
交
通
整

理
や
誘
導
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
交
通

整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
雨
で
も
、
雪
で
も
、
台
風
で
も
、

学
校
の
あ
る
日
は
必
ず
立
ち
ま
す

よ
。
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
見
る
と
、

や
っ
て
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
会
長
の
伊
藤
治
さ
ん
。
規
則
正
し

く
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る

こ
と
も
、
よ
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
と

か
。「
東
日
本
大
震
災
の
後
、
自
転

車
の
交
通
量
が
増
え
た
の
で
す
が
、

マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
ち
ま
す
。
斜

め
横
断
を
し
た
り
、
信
号
無
視
を
し

た
り
…
…
。
自
動
車
だ
け
で
な
く
自

転
車
も
危
険
が
多
い
。
子
ど
も
は
大

人
を
ま
ね
し
ま
す
か
ら
、
大
人
が
ま

ず
交
通
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

ほ
し
い
」と
苦
言
を
呈
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
登
校
を
守

る
た
め
、伊
藤
さ
ん
た
ち
は
今
日
も
、

市
内
各
所
で
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

の
高
齢
化
が
進
み
、一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
、
い

ざ
と
な
っ
た
ら
誰
が
ど
こ
に
駆
け
つ

け
る
か
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
す
ね
」と
語
り
ま

す
。

　

会
で
は
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
ビ
デ
オ

な
ど
を
使
っ
た
防
災
に
関
す
る
勉
強

会
も
開
い
て
い
ま
す
。

0203

北本市
交通
指導員会

北本団地
連合自主
防災会

子ども用の防火服を着て消防車から放水する「子ども放水体験」。放水圧力の強さに驚きながらも、消防団員に助けられて必死にホースを持つ子どもたち

赤と白の指導員棒を手に、登校時の安全を守る交通指導員。子どもたちの元気なあいさつが励み
になる

Kitamoto Apartment Complex Federation 
Voluntary Disaster Management Society 
The Kitamoto Apartment Complex Neighborhood 

Community Association established a voluntary 

disaster management society in 1999. It is a 

mutual help organization established at each of 

the five sections of the apartment complex so that 

citizens can easily act collectively in the event of an 

emergency. Every year, a voluntary disaster response 

drill is carried out in order to provide training on 

evacuation/guidance, fire extinction at an early stage, 

first aid, preparing hot meals outdoors, etc.

Kitamoto City Volunteer Fire Corps
The Volunteer Fire Corps consists of 135 citizens, 

each of whom has another job on ordinary days. 

When a disaster occurs, they immediately come 

to the disaster site to bring the affected site under 

control in cooperation with the firefighting officers. The 

pride and responsibility taken by these individuals 

in protecting people’s safety further strengthens the 

volunteer fire fighters’ solidarity.

Road Crossing Guard Association
The Road Crossing Guard Association consists of 

30 citizens who are commissioned by the City. They 

stand at dangerous intersections in the city to assist 

children going to school, to regulate traffic, and to 

guide children. They regulate traffic at the festivals 

and events. 

ま
ち
と
市
民
を
守
る
と
い
う

強
い
責
任
感
で
つ
な
が
る

　

北
本
市
消
防
団
は
消
防
組
織
法
に

基
づ
い
て
設
置
さ
れ
、
6
個
分
団
か

ら
成
り
総
勢
1
3
5
人
、
各
地
域
の

市
民
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
備

消
防
の
隊
員
と
は
違
い
、
普
段
は
そ

れ
ぞ
れ
別
の
仕
事
に
従
事
し
な
が

ら
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
現
場

に
直
行
し
、
常
備
消
防
と
協
力
し
て

鎮
圧
に
か
か
り
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
よ
り
も
、

市
民
の
責
務
と
し
て
活
動
す
る
と
い

う
意
識
が
強
い
で
す
ね
」と
言
う
の

は
団
長
の
道
祖
土
友
光
さ
ん
。
通
常

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
違
っ
て
特

殊
任
務
の
た
め
、
訓
練
を
行
い
、
技

術
・
知
識
等
を
高
め
な
け
れ
ば
、
現

場
で
二
次
災
害
に
な
っ
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
二
の

次
に
す
る
強
い
責
任
感
も
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
市
の

防
災
訓
練
へ
の
協
力
や
夜
間
の
警
備

も
、消
防
団
の
重
要
な
役
割
で
す
。

　
「
ご
苦
労
様
」と
ね
ぎ
ら
わ
れ
た

り
感
謝
さ
れ
た
り
す
る
一
方
で
、
夜

間
の
警
備
に
は
苦
情
が
出
る
こ
と
も

あ
る
と
言
い
ま
す
。「
消
防
団
そ
の

も
の
に
理
解
が
薄
く
、
常
備
消
防
と

混
同
し
て
い
る
人
が
多
い
の
が
残
念

で
す
」と
団
員
の
皆
さ
ん
。
そ
れ
で

も「
市
民
の
安
全
は
市
民
の
手
で
守

る
」と
い
う
誇
り
と
責
任
感
が
、
団

員
の
皆
さ
ん
の
固
い
結
束
を
支
え
て

い
ま
す
。

01

北本市
消防団

自然災害の少ない北本市だが火災は年間約20件発生。延焼
を防ぐために初期消火が重要となる

常備消防の救助隊員の補助を受けて、レスキュー体験をす
る子どもたち

安
心
し
て
、暮
ら
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
づ
く
り
を

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

５階の踊り場からハシゴ車を使っての救出訓練。手順を
知っておけば、パニックを避けられる

初期消火訓練でバケツリレーをする住民たち。いざとい
うときにあわてないよう真剣に取り組む
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画
期
的
な
試
み
！

東
京
音
楽
大
学
と
の
連
携

　

北
本
市
は
、
音
楽
や
芸
術
な
ど
文

化
に
よ
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
考
え
の
も
と
、
平
成
22
年
に
東
京

音
楽
大
学
と「
音
楽
文
化
事
業
の
連

携
に
関
す
る
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

地
域
の
異
な
る
自
治
体
と
大
学
が
連

携
協
定
を
結
ぶ
と
い
う
画
期
的
な
試

み
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
平
成
16
年
か
ら
始

ま
っ
た
北
本
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の

運
営
に
、
同
大
学
が
開
催
当
初
か
ら

関
わ
っ
て
き
た
こ
と
。
今
後
も
市
民

と
学
生
が
互
い
に
交
流
で
き
る
サ
ロ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
や
大
学
の
公
開
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
、
連

携
を
機
に 

〝
音
楽
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
〞が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

音
楽
フ
ァ
ン
の
裾
野
を

広
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み

　

北
本
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
他

の
市
町
村
に
な
い
質
の
高
い
文
化
事

業
を
目
指
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

年
々
演
奏
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
今
で

は
全
国
的
に
も
有
名
な
コ
ン
ク
ー
ル

で
す
。「
優
勝
者
は
東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
共
演
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
」と
語
る
の
は
、
当

初
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関

わ
っ
て
い
る
ピ
ア
ノ
指
導
者
の
大
原

慧
子
さ
ん
。
大
原
さ
ん
は
、
文
化
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ワ
イ
エ
を
利
用
し
た
サ

ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の
司
会
を
務
め
た

り
、
学
校
教
育
課
と
の
協
働
で
子
ど

も
た
ち
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
学
校
ク
ラ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
り
と
い
っ
た

活
動
も
続
け
て
い
ま
す
。「
１
人
の

プ
ロ
よ
り
1
0
0
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア

を
育
て
た
い
」と
い
う
の
が
大
原
さ

ん
の
願
い
で
す
。

　

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
で
ま
ち
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

い
う
の
が
、
き
た
も
と
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
団
塊
の

世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
お
や
じ
バ
ン

ド
の
発
表
の
場
と
し
て
平
成
21
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
実
行
委
員

の
小
林
真
人
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た

ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
音
楽
の
楽
し

み
を
共
有
で
き
る
場
に
し
て
、
北
本

の
顔
に
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
し

て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
す
。

さまざまなジャンルのバンドが集う「きたもとアマチュアバンドフェ
スティバル」。出演者の選考に困るほど年々レベルが上がってきて
いる

脳科学に基づいたアートカリキュラム「脳いきいき！アー
ト講座」。味やにおいなど五感を働かせてイメージを描く

文化センターのホワイエを利用した「サロンコンサート」は、気軽に質の高い音楽を味わえることで毎回大盛況となっている

01
学
ぶ
、楽
し
む
。

音
楽
に
よ
る
文
化
事
業
や
市
民
大
学
な
ど
、

夢
を
語
り
、
学
び
合
う
姿
が
ま
ち
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
ま
す
。

「
学
び
た
い
あ
な
た
」と

「
教
え
た
い
あ
な
た
」を
結
ぶ

市
民
が
主
役
の
学
び
の
場

　

市
民
教
授
と
学
苑
生
が
協
力
し
て

運
営
す
る
「
市
民
大
学
き
た
も
と
学

苑
」（
通
称
キ
タ
ガ
ク
）は
、
平
成
19

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
人
財
図
書

館
制
度
を
活
用
し
て
実
施
さ
れ
て
い

た
「
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」
を
さ
ら
に
進

め
、
市
民
教
授
が
講
座
の
企
画
か
ら

実
施
に
至
る
ま
で
携
わ
る
と
と
も

に
、
受
益
者
負
担
に
よ
る
運
営
方
式

を
採
用
し
た
、
ま
さ
に
市
民
が
主
役

の
学
び
舎
で
す
。
現
在
、
20
代
前
半

か
ら
80
代
ま
で
90
人
以
上
の
市
民
教

授
が
講
座
を
開
き
、
毎
年
１
千
人
を

超
え
る
学
苑
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

キ
タ
ガ
ク
に
集
う
市
民
は
、
学
苑

生
に
も
市
民
教
授
に
も
立
場
を
変
え

て
活
動
で
き
る
の
も
特
徴
で
す
。
音

楽
や
体
操
・
芸
術
・
料
理
な
ど
楽
し

む
講
座
と
、
地
域
学
の
講
座
、
キ
ャ

リ
ア
を
付
け
る
講
座
と
い
う
３
本
柱

で
、
年
間
1
3
0
講
座
以
上
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　
「
全
国
に
誇
れ
る
生
涯
学
習
シ
ス

テ
ム
で
す
」と
語
る
の
は
理
事
長
の

樋
口
秀
夫
さ
ん
。「
受
益
者
負
担
に

最
初
は
抵
抗
の
あ
る
人
も
い
ま
し
た

が
、
今
は
ず
い
ぶ
ん
理
解
が
進
み
ま

し
た
。
教
え
た
い
と
思
え
ば
、
い
く

ら
で
も
講
座
が
開
け
る
こ
と
が
キ
タ

ガ
ク
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
」。
コ
ー

ラ
ス
や
リ
ト
ミ
ッ
ク
な
ど
人
気
講
座

を
受
け
持
つ
理
事
の
岩
田
俊
子
さ
ん

の
夢
は「
キ
タ
ガ
ク
独
自
の
校
舎
が

で
き
る
こ
と
」。
そ
ば
・
う
ど
ん
講

座
を
開
く
事
務
局
長
の
早
川
澄
雄
さ

ん
は「
こ
れ
か
ら
は
教
え
る
人
を
育

て
る
の
も
重
要
で
す
ね
」と
夢
を
語

り
ま
す
。

初心者を対象とした「ヒップホップダンス講座」は、小
学生から60代まで世代を超えて楽しく学んでいる

02

早川澄雄さんが開設している「そば打ち講座」は抽選で受講者を決定するほどの人気。本格的な技術を学ぼうと男性の受講者も多く集まる

音楽の
あふれる
まちづくり

Citizens’ College Kitamoto Academy
Kitamoto Academy, called Kitagaku, is run by citizen professors and citizen students 

in cooperation. Citizen professors are involved in every stage of the program from 

seminar planning to its implementation. In addition, the college has adopted a 

management system of payment by beneficiaries. Ninety or more citizen professors 

offer seminars, and more than one thousand students participate in the seminars 

every year. Citizens can carry out activities either as professors or as students, 

depending on the program. 

Developing a community abundant in music
Kitamoto City concluded an agreement on liaison in music and cultural projects 

with the Tokyo College of Music in 2010. Various projects are provided, including 

the Kitamoto Piano Contest, aiming at developing the quality of music culture, the 

School Class Concert, designed to allow children to experience the joy of classic 

music, and the Kitamoto Amateur Band Festival.

市民大学
きたもと
学苑
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と
、
地
域
の
み
ん
な
で
子
育
て
を
応

援
す
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
り

ま
す
」と
語
る
の
は
、
子
ど
も
文
庫

連
絡
会
代
表
の
藤
本
冨
美
子
さ
ん
。

「
心
を
込
め
て
読
ん
で
い
る
こ
と
が
、

赤
ち
ゃ
ん
に
は
ち
ゃ
ん
と
通
じ
て
い

る
。
そ
う
い
う
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間

を
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
持
っ
て

ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
本
を
楽
し
む
会

の
藤
山
規
子
さ
ん
は「
赤
ち
ゃ
ん
が

喜
ぶ
反
応
を
見
る
の
が
楽
し
い
。
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
い
か
な
い
で
悲
し
い
で
き
ご
と
が

発
生
し
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」と
願
っ
て
い

ま
す
。

集
団
で
楽
し
く
遊
び
、

心
豊
か
な
放
課
後
を

　
「
す
き
っ
ぷ
」は
、
障
害
者
手
帳
を

持
つ
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し

た
学
童
保
育
室
で
す
。
平
成
19
年
に

栄
小
学
校
の
余
裕
教
室
2
教
室
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
改
築
し
て
専
用
施
設

が
完
成
。
余
裕
教
室
を
利
用
し
た
専

用
施
設
は
県
内
初
で
、
他
市
町
村
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

23
年
度
か
ら
、
市
内
の
障
害
を
持

つ
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者
を
中
心
と

し
た
N
P
O
法
人
す
き
っ
ぷ
が
、
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
。
現
在
22
名

の
子
ど
も
た
ち
と
10
名
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
放
課
後
や
長
期
休
業
中
に
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
込
み
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
理
事
長
の
島
田

尚
子
さ
ん
は「
今
ま
で
は
自
分
た
ち

の
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
の

が
、
自
分
た
ち
が
ま
わ
り
に
役
立
つ

存
在
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
交
流
を

持
っ
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
す
。

生後４カ月の赤ちゃんもボランティアさんの語りかける声に耳を傾け、食い入るように絵本を見る

放課後を楽しく過ごす子どもたち。
年齢や障害の度合いに違いがあるた
め、子ども２人にスタッフ１人の割
合。学生や地域の人たちがボラン
ティアで手伝うこともある

バリアフリーに改築された施設に
は和室もあり、子どもたちはのび
のびと自由に過ごせる

“Skip,” Kitamoto City After-school care for 
children with disabilities 
This is an after-school care room for children with 

disabilities. The specialized barrier-free facility was 

completed in 2007 by refurbishing vacant classrooms 

of an elementary school. NPO Skip, which consists 

of the children’s guardians, runs the care room as the 

designated manager. 

Child-rearing support base in the community
A child-rearing support base has opened in four 

places as a space for children and their parents who 

are engaged in child rearing. The bases are managed 

directly by the city or through cooperation between 

the city and private organizations, and parents and 

their infant/toddler children can meet freely. The 

children enjoy playing, and parents can exchange 

child-rearing tips . 

Bookstart project
Bookstart is a project that offers a picture book with 

a message to children who have received an infant 

checkup and their parents. Citizens volunteer for the 

project. The project is significant for two reasons: 

it supports parents and children enjoying their time 

together; and it supports child rearing by the whole 

community.

03

子
育
て
親
子
が
集
い
、

気
軽
に
ふ
れ
あ
え
る
場

　

子
育
て
中
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
、
市
直
営
あ
る
い
は
民
間

団
体
と
の
協
働
で
開
設
し
て
い
る

「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
」が
市
内

に
４
カ
所
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
を
持

つ
親
子
が
自
由
に
集
い
、
子
育
て
情

報
を
交
換
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

　

大
型
ス
ー
パ
ー
の
店
内
に
あ
る
民

間
主
体
の
「
C
o
c
c
o
ひ
ろ
ば
」

は
週
３
日
開
設
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
を
開
放
し
て
い
る
の
で
、

お
弁
当
を
持
っ
て
１
日
過
ご
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
一
方
、
市
直
営
の
保

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
マ
マ
＆
キ
ッ
ズ

サ
ロ
ン
」は
駅
ビ
ル
内
に
あ
り
、
平

日
は
毎
日
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
街
地
は
も
ち
ろ
ん
電
車
を
利
用
す

る
人
に
も
便
利
で
す
。「
ス
タ
ッ
フ

が
常
駐
し
て
い
る
の
で
安
心
」「
マ
マ

友
達
が
で
き
て
情
報
を
得
ら
れ
る
」

と
利
用
者
に
好
評
で
す
。
父
親
の
育

児
参
加
を
促
す
た
め
に
、
市
と
民
間

と
の
協
働
で
父
親
の
た
め
の
育
児
講

座
も
開
き
ま
し
た
。

　

４
つ
の
支
援
拠
点
の
ほ
か
に
も
、

公
立
保
育
所
の
あ
そ
ぼ
う
会
や
各
地

区
の
公
民
館
な
ど
で
も
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
て
、
子
育
て
中

の
親
子
を
応
援
す
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

絵
本
を
通
し
て

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
よ
う

　

子
ど
も
は
、
保
護
者
が
優
し
く
抱

い
て
、
肌
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ

な
が
ら
優
し
い
言
葉
を
聞
か
せ
る
こ

と
で
、
豊
か
な
心
を
持
ち
ま
す
。
ま

た
、
毎
日
子
育
て
に
追
わ
れ
て
い
る

保
護
者
に
と
っ
て
も
、
安
ら
ぎ
の
ひ

と
と
き
に
な
り
ま
す
。
市
で
は
、
平

成
16
年
か
ら
、
乳
児
健
診
を
受
け
た

お
子
さ
ん
と
保
護
者
に
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
関
わ
っ
て
い
る
の
は「
北
本
市
子

ど
も
文
庫
連
絡
会
」「
北
本
子
ど
も

の
本
を
楽
し
む
会
」の
有
志
の
み
な

さ
ん
。「
親
子
の
か
け
が
え
の
な
い

ひ
と
と
き
を
応
援
す
る
と
い
う
こ
と

駅ビル内にあるママ＆キッズサロン。広いフロアはのびのび遊べ
るので、子どもたちもごきげん

Coccoひろばのランチタイム。お弁当を食べながら育児情報の交換をするのは楽しいと話すママたち。お友達といっしょ
だと子どもたちの食も進む

01

02

ブック
スタート
事業

地域
子育て
支援拠点

障害児
学童
保育室

「すきっぷ」
子
育
て
を
、応
援
す
る
。

民
間
と
行
政
が
手
を
つ
な
い
で

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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市
街
地
に
残
る

貴
重
な
雑
木
林
を
守
り
た
い

　
「
北
本
雑
木
林
の
会
」は
、
市
街
地

で
の
雑
木
林
の
保
全
活
動
を
通
し
て

緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
市
民
団

体
で
す
。
市
街
地
に
残
る
6
つ
の
林

（
平
成
23
年
現
在
）の
維
持
管
理
と
、

北
本
中
央
緑
地
の
指
定
管
理
者
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
3
年
に

4
世
帯
8
人
で
始
め
た
活
動
が
、
現

在
で
は
正
会
員
25
人
、
賛
助
会
員
28

人
で
す
。
毎
月
清
掃
や
枝
打
ち
な
ど

の
作
業
を
行
う
ほ
か
、
森
の
コ
ン

サ
ー
ト
や
自
然
観
察
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
年
に
数
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
白
川
学
さ
ん
は「
20
年
前
、

林
に
は
囲
い
が
あ
っ
て
、
中
は
不
法

投
棄
の
ご
み
だ
ら
け
で
し
た
。
地
主

さ
ん
に
囲
い
を
取
っ
て
も
ら
い
、
ご

み
を
片
付
け
、
下
草
を
刈
っ
た
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
林
が
よ
み
が

え
り
ま
し
た
。
市
街
地
の
平
地
林
は

県
内
で
も
と
て
も
貴
重
。
地
主
さ
ん

の
理
解
の
も
と
、
市
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
三
者
が
協
定
を
結
び
、
県
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
市
民
管
理
協
定

制
度
を
使
っ
て
、
今
残
っ
て
い
る
林

を
す
べ
て
市
民
緑
地
に
し
た
い
」と

熱
く
語
り
ま
す
。

　

白
川
さ
ん
た
ち
は
今
、
杉
林
の
地

主
さ
ん
か
ら
杉
の
木
を
ゆ
ず
っ
て
も

ら
い
、
手
作
り
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
事

務
所
を
つ
く
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
み
ん
な
が
気
軽
に
集
ま
れ
る

場
所
が
で
き
れ
ば
、
テ
ラ
ス
で
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
た
り
、
木
工
教

室
や
カ
フ
ェ
を
開
い
た
り
、
森
の
結

婚
式
や
林
の
手
作
り
市
…
…
と
、
夢

が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

林の下草刈りや枝打ちなど定期的に行われる手入れ作業には、
中学生たちボランティアも参加する

木を渡しただけの簡単な遊具でも、雑木林は子どもたちの冒
険心をかきたてる

新緑の森を舞台とした「森のコンサート」。木漏れ日の中で聴く音楽はヒーリング効果抜群

02

自
然
と
共
存
し
た

里
山
の
暮
ら
し
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

　

埼
玉
県
緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
第
8

号
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
高
尾
宮
岡

の
景
観
地
は
、
県
と
市
と
市
民
が
協

働
で
保
全
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所

は
、
も
と
は
手
入
れ
さ
れ
た
雑
木
林

と
、
田
ん
ぼ
や
畑
の
広
が
る
里
山
で

し
た
。
枝
打
ち
し
た
枝
は
燃
料
に
、

落
ち
葉
は
肥
料
に
、
木
の
実
や
山
菜

は
食
料
に
と
、
里
山
に
は
む
だ
の
な

い
循
環
型
の
暮
ら
し
の
知
恵
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
人
が
手
を
加
え
な

が
ら
自
然
と
共
存
し
て
暮
ら
し
て
い

た
里
山
の
景
観
を
再
現
・
保
存
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
里
山
の
暮
ら
し
を
伝

え
て
い
こ
う
と
い
う
の
が「
ト
ラ
ス

ト
8
号
地
里
山
保
存
会
」で
す
。

　

現
会
長
の
田
島
和
生
さ
ん
は「
農

家
が
少
な
く
な
っ
て
荒
れ
放
題
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
の
に
も
危

険
な
場
所
に
な
っ
て
い
た
の
を
見
か

ね
て
、こ
の
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
に
市
の
協
力
と
、
地
元

９
地
区
自
治
会
及
び
市
民
有
志
の
み

な
さ
ん
に
よ
り
田
ん
ぼ
が
作
ら
れ
、

代し
ろ

か
き
か
ら
田
植
え
、
収
穫
ま
で
を

地
元
の
子
ど
も
た
ち
も
い
っ
し
ょ
に

な
り
、楽
し
げ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

先
人
が
築
い
た
も
の
を
引
き
継
い

で
、新
し
い
時
代
の
里
山
を
つ
く
り
、

未
来
に
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
今
後
の
夢
を
語
り
ま
す
。

　

保
存
会
の
人
た
ち
の
指
導
の
も

と
、
総
合
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て

米
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

石
戸
小
学
校
の
5
年
生
で
す
。「
毎

日
食
べ
て
い
る
お
米
が
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
実
際
に
や
っ

て
み
る
こ
と
で
感
謝
の
気
持
ち
が
生

ま
れ
、食
育
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
人
た
ち
と
触

れ
合
え
る
こ
と
も
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
で
す
ね
」と
米
田
久
仁
夫
校
長
。

秋
に
は
収
穫
し
た
米
を
使
っ
た
給
食

の
時
間
に
、
里
山
保
存
会
の
人
た
ち

を
招
い
て
の
会
食
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

田植えが終わった田んぼをバックに、みんなで記念撮影 実りの秋、子どもたちは保存会の人たちといっしょに稲
刈りに精を出し、収穫の喜びをともに味わう

保存会の人たちの指導で、地元の子どもたちが田植えに挑戦。初めて泥に足を入れた子どもたちも、慣れてくると楽しそう

01

北本
雑木林の
会

トラスト
８号地
里山
保存会

Kitamoto Grove Society
Kitamoto Grove Society is a citizens’ organization aiming at developing a greenery 

community through grove conservation activities. The society carries out work 

including cleaning and pruning, and holds events such as the Forest Concert and 

Nature Observation meeting. Lowland groves in urban districts are valuable. So 

the group is making efforts to conserve the groves through cooperation among the 

three bodies, consisting of the city, volunteers, and land owners utilizing citizens’ 

management agreement system backed up by the prefecture.

Trust No.8 Satoyama woodland conservation group
Takaomiyaoka, with its beautiful scenery, is designated as the No.8 conservation 

area of the Saitama greenery trust. This area is preserved by the prefecture, 

city, and citizens in cooperation. Satoyama woodland is blessed with abundant 

potential for recycling-based living. The trust group is carrying out activities to pass 

the Satoyama woodland life on to children through recapturing/conserving the 

landscape. Together with community children the group creates paddy fields, plants 

rice seedlings, and harvests the rice.

み
ど
り
を
、守
る
。

緑
豊
か
な
自
然
環
境
は
北
本
の
た
か
ら
も
の
。

守
り
育
て
よ
う
と
、
多
く
の
市
民
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
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に
ぎ
わ
い
を
復
活
さ
せ
、

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
を

つ
く
ろ
う

　

郊
外
型
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
の
出
店
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
増
大

し
て
い
く
市
外
へ
の
消
費
流
出
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
、
市
内
の
商
工

業
者
で
平
成
15
年
に
立
ち
上
げ
た
の

が「
北
本
あ
き
ん
ど
塾
」で
す
。
会
長

の
大
熊
利
之
さ
ん
の「
市
街
地
に
昔

の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ

う
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
誇
れ
る

ま
ち
を
つ
く
ろ
う
」と
の
呼
び
か
け

に
賛
同
し
た
業
者
が
集
ま
り
、
約
45

の
事
業
所（
平
成
23
年
現
在
）が
参

加
し
て
、
特
産
品
の
開
発
や
駅
東
口

で
の
あ
き
ん
ど
市
の
開
催
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
き
ん
ど
の「
き
ん
ど
」か
ら
毎

月
1
回
金
曜
日
と
土
曜
日
に
開
い
て

い
る
駅
東
口
の「
あ
き
ん
ど
市
」。
出

店
に
当
た
っ
て
は
カ
ラ
ー
テ
ン
ト
で

ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
北
本
ら
し
さ
を
出

す
と
と
も
に
、
対
面
販
売
な
ら
で
は

の
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
出
会
い

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
北
本
特
産

の
ト
マ
ト
を
使
っ
た
揚
げ
ギ
ョ
ウ
ザ

を
販
売
す
る
店
舗
で
は「
ト
マ
ト
の

風
味
が
生
き
て
い
て
お
い
し
い
と
言

わ
れ
る
と
、や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

直
接
お
客
さ
ん
と
ふ
れ
あ
え
る
の
が

い
い
で
す
ね
」と
、
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
「
テ
ン
ト
で
の
物
品
販
売
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
風
の
あ
き

ん
ど
市
B
a
r
や
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

な
ど
も
企
画
し
、
駅
前
を
市
民
が
集

い
、楽
し
め
る
場
と
し
た
い
」と
い
う

大
熊
さ
ん
。
今
後
は
、
顔
プ
ロ
や
若

手
農
業
者
、
キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
ソ
フ
ト
面
を
成
熟
さ

せ
、
駅
前
を
中
心
に
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

02

北本
あきんど
塾

ミュージシャンによる生演奏など、駅前に人々が
滞留するようなしかけをつくっている

お客さんとのふれあいは対面販売ならでは。商品
の評判を肌で感じることができる

Kitamoto Akindo-juku (merchant project team)
In order to regain the same festivity in the urban area as it used to have, and build a 

community that the children can be proud of, the team was organized by commercial 

and industrial businesses in the city. Currently, it develops specialty products and 

holds Akindo market in the East exit area of the station. The Akindo market places 

importance on human communication and encounters that only face-to-face retailing 

makes possible. In the future, the team will make efforts to develop the intangible 

side of the projects with other various citizens’ organizations.

Kitamoto City promotion group for landscape plants
The group is growing Nanohana (field mustard) in Takao district and holds 

the Nanohana Festival in order to prevent unused agricultural land from being 

devastated and to contribute to the planning of an environment-friendly community 

through recycling-based agriculture. Canola oil is sold as one of Kitamoto’s 

specialty products. Nanohana helped in linking the regeneration of agriculture and 

cooperation among community people. In addition, it is also expected to have a 

positive effect on tourism.

菜の花の摘み取りは、菜の花まつりの主要イベントの一つ。花が咲いたものは観賞用に、若芽はおひたしや炒めものなどにして食べられるので、来場者に喜ばれている

金曜日の夕方、駅前でくつろぐ人々。ビアガーデン風の「あきんど市Bar」は仕事帰りの人たちにも好評

休
耕
農
地
や
荒
れ
地
利
用
で
、

循
環
型
農
業
を
地
域
の
力
で

　

市
の
西
部
地
域
は
も
と
も
と
農
業

の
盛
ん
な
地
域
で
し
た
が
、
近
年
は

休
耕
農
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
休
耕
農
地
を
活
用

し
て
北
本
の
特
産
物
を
生
み
出
し
た

い
と
、
市
産
業
観
光
課
が
呼
び
か
け

て
発
足
し
た
の
が「
北
本
景
観
作
物

振
興
会
」で
す
。
志
を
共
に
す
る
農

家
や
近
隣
の
住
民
が
会
員
と
な
り
、

高
尾
地
区
で
菜
の
花
を
栽
培
し「
菜

の
花
ま
つ
り
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

休
耕
農
地
に
コ
ス
モ
ス
や
ラ
ベ
ン

ダ
ー
な
ど
の
花
を
植
え
て
景
観
を
つ

く
る
試
み
は
近
隣
市
町
村
で
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
菜
の
花
は
見
て
楽

し
め
る
だ
け
で
な
く
、
C
O

2

の
削

減
に
役
立
ち
、
食
用
に
も
な
り
、
花

が
終
わ
っ
た
後
は
菜
種
油
が
と
れ
、

搾
り
か
す
は
肥
料
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、環
境
が
整
え
ば
B
D
F
燃
料

と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
す
ぐ
れ
た
作

物
で
す
。
平
成
19
年
か
ら
始
め
て
、

今
で
は
土
地
を
提
供
す
る
正
会
員
が

約
50
名
、
賛
助
会
員
が
約
1
3
0

名
、
協
賛
者
が
約
1
5
0
名
と
な

り
、
休
耕
農
地
再
生
へ
の
取
り
組
み

が
年
々
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

恒
例
と
な
っ
た
春
の「
菜
の
花
ま

つ
り
」で
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
に

菜
の
花
の
摘
み
取
り
や
菜
種
油
の
販

売
、
菜
の
花
迷
路
、
地
元
小
学
生
の

絵
画
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
「
こ
の
取
り
組
み
の
お
か
げ
で
、

ご
み
の
不
法
投
棄
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
作
業
に
は
石
戸
小
と
西
小
の
子

ど
も
た
ち
も
体
験
学
習
の
一
環
と
し

て
参
加
す
る
な
ど
、
み
ん
な
の
力
で

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
菜
種

油
の
ラ
ベ
ル
作
り
や
ラ
ベ
ル
貼
り
も

み
ん
な
手
作
業
な
ん
で
す
」と
、
会

長
の
田
島
庸
晴
さ
ん
。
菜
の
花
が
農

業
の
再
生
と
地
域
の
人
々
の
つ
な
が

り
に
大
い
に
役
立
ち
、
観
光
面
で
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

01

北本市
景観作物
振興会

石戸小と西小の子どもたちも参加して行
う菜の花の種まき

菜の花まつりの会場は、一面の花畑の真ん中にステージが作られ、
その周りでは花畑の中を走る乗り物や、花畑の迷路、花畑のグラウ
ンドゴルフなど、たくさんの催しが行われる

菜種油は北本の特産品の一
つとして好評を博している

に
ぎ
わ
い
を
、つ
く
る
。

地
元
に
根
付
い
た
産
業
を

市
民
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
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特集Ⅰみんなでつくる参加と交流のまち特集Ⅰ REPORT “ 北本の市民力” 6

北本
国際交流
ラウンジ
委員会

国
際
交
流
の
輪
を
広
げ
て
、

い
ろ
ん
な
国
の
文
化
を

知
ろ
う

　

市
内
在
住
の
外
国
人
と
、
日
本
語

や
日
本
文
化
の
学
習
を
通
し
て
交
流

で
き
る
広
場
が「
国
際
交
流
ラ
ウ
ン

ジ
」で
す
。
20
代
か
ら
70
代
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
年
代
の
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
日
曜
日
の
午
後
、
学
習
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
平
成
7
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

16
年
目
に
な
り
ま
す
。
平
成
22
年
か

ら
は
、
北
本
高
校
の
国
際
交
流
部
の

生
徒
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

副
委
員
長
の
木
戸
延
江
さ
ん
は

「
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
気
軽
に

参
加
で
き
る
会
で
す
。
国
際
交
流
に

興
味
の
あ
る
方
な
ら
だ
れ
で
も
歓

迎
。
日
本
語
を
教
え
る
だ
け
で
な

く
、
外
国
の
こ
と
ば
や
文
化
を
学
ぶ

こ
と
も
で
き
ま
す
」と
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
文
化
や
習
慣
を
知
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
楽
し
さ
を

語
り
ま
す
。
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
や
、
外
国
人
に
母

国
を
紹
介
し
て
も
ら
う「
も
っ
と
知

ろ
う
友
達
の
国
」「
ふ
れ
あ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
い

て
い
ま
す
。

　

委
員
長
の
仲
次
男
さ
ん
は「
究
極

の
目
的
は
、
お
互
い
の
文
化
を
認
め

合
っ
て
平
和
で
争
い
の
な
い
世
界
に

な
る
こ
と
。
私
た
ち
の
活
動
が
少
し

で
も
役
に
立
て
れ
ば
」と
意
義
に
つ

い
て
語
り
ま
す
。

03

北
本
の
新
た
な
魅
力
を

掘
り
起
こ
そ
う

　

市
で
は
、
平
成
20
年
に
日
比
野
克

彦
氏
の「
明
後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、〝
ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
〞

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。「
北

本
ビ
タ
ミ
ン
」と
名
づ
け
ら
れ
た
こ

の
取
り
組
み
は
、
市
民
と
行
政
が
協

働
で
行
う
、
箱
モ
ノ
や
作
品
中
心
の

ハ
ー
ド
型
と
異
な
り
、
ソ
フ
ト
型
の

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

ア
ー
ト
の
輪
を
地
域
、市
民
に
広
げ
、

新
た
な
創
造
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
ま
ち
の
日
常
や
、
人
、
活
動
な

ど
か
ら
ま
ち
の〝
ビ
タ
ミ
ン
〞と
な

る
独
自
の
文
化
を
生
み
出
し
、
根
付

か
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、「
北
本
ビ

タ
ミ
ン
」で
培
っ
た
人
的
・
物
的
資

源
を「
地
域
資
源
」と
し
て
活
用
す

る
取
り
組
み
を
行
い
、
北
本
の
新
た

な
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば「
お
も
し
ろ
不
動
産
」。
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
店
舗
や
建
物
の
情

報
を
集
め
て
、
使
っ
て
も
ら
う
人
を

探
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
入
居
し

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
活
動
の
様

子
を
見
る
お
宅
訪
問
ツ
ア
ー
も
催
さ

れ
、
参
加
し
た
市
民
か
ら
は「
い
ろ

ん
な
可
能
性
を
感
じ
ら
れ
て
刺
激
を

受
け
た
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
が
一
緒
に

な
っ
て
、〝
お
も
し
ろ
い
も
の
〞を
見

つ
け
て
使
っ
て
い
き
、
北
本
の
新
た

な
魅
力
を
増
や
す
取
り
組
み
が
、
こ

れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。

に
ス
ケ
ッ
チ
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か

ら
始
め
、
顔
を
つ
く
る
た
め
に
は
ま

ず
体
を
知
る
こ
と
が
重
要
と
、
ま
ち

の
特
徴
を
調
べ
る
調
査
を
市
民
と

い
っ
し
ょ
に
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

既
存
の
市
民
団
体
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
広
場
を
ど
う
使
っ
た
ら

お
も
し
ろ
く
な
る
か
を
細
か
く
設

計
。
そ
れ
を
基
に
イ
メ
ー
ジ
図
を
つ

く
り
ま
し
た
。

　

23
年
度
は「
広
場
を
育
て
る
会
議
」

を
立
ち
上
げ
、
多
目
的
広
場
を
市
民

が
中
心
と
な
っ
て
継
続
的
に
運
営
す

る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
駅
前

文
化
祭
や
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
夢
の
あ
る
企
画
が

生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。02

地域資源を
活用した
まちづくり

ど
ん
な
駅
前
が
北
本
ら
し
い
か

み
ん
な
で
考
え
よ
う

　

北
本
駅
西
口
の
駅
前
広
場
の
改
修

計
画
に
あ
た
っ
て
、
ハ
ー
ド
の
整
備

だ
け
で
な
く
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
や
市
民
参
加
を
踏
ま
え

た
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
の
が「
北
本
ら
し
い〝
顔
〞の
駅
前

つ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
通
称「
顔

プ
ロ
」）で
す
。

　

顔
プ
ロ
は
、
北
本
市
と
筑
波
大

学
・
東
京
工
業
大
学
に
よ
る
官
学
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
初
め
に
、

ど
う
い
う
広
場
に
す
る
の
か
を
考
え

る「
つ
く
る
会
議
」と
、ど
う
広
場
を

活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
る「
つ
か

う
会
議
」と
い
う
２
つ
の
会
議
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
き
、
市
の
顔
と
し
て
ど
ん
な
駅

前
が
ふ
さ
わ
し
い
か
、
子
ど
も
た
ち

01

北本らしい
“顔”の駅前
つくり
プロジェクト

「種は船」造船プロジェクトでは、市民とアーティストがいっしょになってつくった「船」が雑木林に浮
かんだ さまざまな市民団体がアイディアを持ち寄る「広場を育てる会議」

み
ん
な
が
、参
加
す
る
。

特
徴
あ
る
事
業
が
交
流
の
輪
を
広
げ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

高校生もボランティアで日本語指導を行っている

「もっと知ろう友達の国」。日本との習慣の違いや意外な共通点など話題は尽きない

北本駅西口広場の完成予想図

Kitamoto City International Lounge Committee
The International Lounge is a place where foreigners 

living in the city and local citizens exchange friendship 

through study on Japanese language and culture. 

Exchange volunteers of various ages gather. They 

enjoy opportunities to talk with each other and learn 

about the culture and customs of various countries.

Kitamoto’s symbolic and distinctive station front 
project
Refurbishment of the west exit front square 

of Kitamoto Station is aimed at community 

development in terms of intangible values based 

on citizen participation, not only by tangible 

development. Various projects have been set up 

through discussions in 2011 on a system in which a 

multipurpose square is run by citizens and others. 

Community planning utilizing community 
resources
Kitamoto City has been engaged in community 

development efforts called “Kitamoto Vitamin,” 

in terms of intangible values of art through the 

collaboration of citizens and the public administration 

since 2008. In 2011, the city started to make efforts to 

utilize human and material resources nurtured by the 

Kitamoto Vitamin as community resources. Through 

collaboration of artists and the citizens, Kitamoto City 

disseminates its new charms inside and outside the 

city. 
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きたもとの風景 ー季節の移ろいー

埼
玉
県
の
母
な
る
川
・
荒
川
が
流
れ
、昔
な
が
ら
の
谷
津
や
湧
水
、雑
木
林
が
残
る
北
本
市
。

豊
か
な
自
然
や
地
域
に
根
付
い
た
伝
統
が
季
節
の
移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
ま
ち
で
す
。

彩
り
あ
ふ
れ
る
四
季
折
々
の
風
景
が
、住
む
人
に
は
憩
い
と
潤
い
を
、訪
れ
る
人
に
は
癒
し
と
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

き
た
も
と
の
風
景 
ー
季
節
の
移
ろ
い
ー

阿弥陀堂エドヒガンザクラ
Edohigan Cherry flower on the premises of Amidado (Amitabha hall)
樹齢約200年。市内で2番目の大きさを誇り、3月末ごろ濃いピンクの花を咲かせます。

城ヶ谷堤 Jogaya bank
4月上旬には約60本のソメイヨシノで、土手に桜のトンネルが完成します。

北本子供公園 Kitamoto children’s park
桜の季節にはお弁当を広げる親子の姿も見られます。

高尾さくら公園 Takao sakura park
30種の桜が植えられ、3月初旬から4月末までさまざまな桜が楽しめます。

高尾宮岡ふるさとの緑の景観地 Takaomiyaoka scenic green land   
谷津と斜面林、湧水など里山景観がよく残り、貴重な動植物などが生育しています。

荒川左岸斜面林 Trees on the left bank slope of Arakawa River
約30本の桜が周辺の林に映え、美しい散策路となります。

春、らんまん。
まちが桜色に染まる。
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きたもとの風景 ー季節の移ろいー

北本中央緑地 Kitamoto central green land   JR高崎線沿線に約1.3kmにわたって続く緑地帯。北本を代表する雑木林です。

夏、さわやか。
林を渡る風が気持ちいい。

秋、あざやか。
祭りばやしが似合う季節。

冬、しんしん。
雪の富士山の絶景が迫る。

北本自然観察公園 Kitamoto nature observation park
荒川河川敷に隣接し、雑木林や湿地など多様な自然が良好な状態で残されてい
ます。自然とふれあい、学び、憩える施設です。

北本総合公園
Kitamoto general park
スポーツ･レクリエーション
の拠点施設。夏には水遊び
を楽しむ子どもたちの歓声
が響きます。

北本まつり
Kitamoto festival
扇形の範頼ねぶたを筆頭にねぶたや山車が練り歩く「宵まつり」と、特産品
の展示･即売が行われる「産業まつり」。11月の第１土・日曜日に開催される
北本最大のイベントです。

富士山の見える風景 Mt. Fuji landscape
荒川沿いからは冬の晴れた日、富士山をはじめ、奥多摩、秩父連峰、浅間山、榛名山、赤城山まで望めます。

両大師のだるま市 Daruma market of Ryodaishi
「大師様」の名で親しまれている真福寺は開基約600年の由緒ある
古刹。1月3日と2月3日には「だるま市」が開かれ、初詣や厄除け祈
願の人でにぎわいます。

紅葉 Autumn leaves
市内各所の雑木林や神社の森の木々が鮮やかに色づきます。



阿弥陀堂

石戸城跡
石戸河岸

堀ノ内館跡

東光寺

道標｢これより石と舟とミち｣

東間浅間神社

本宿天神社

多聞寺

荒井河岸

伝鎌倉街道

高崎線

国道17号

岩槻道

荒
川

荒
川

松山道

中山道

荒川舟運
高尾河岸

北本駅

17

33

33 33

57

57

312

312

164

164

164

164
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Kitamoto citizens’ challenging spirit toward the future
As Kitamoto flourished with roads and waterways, people, goods, information, and culture were 

transported by the gross to Kitamoto through “routes.” The challenging spirit handed down over the 

generations to Kitamoto citizens has been nurtured and circulated through these routes. Try to find 

this challenging spirit of Kitamoto citizens which leads them from the past, to today, and into the 

future.

特
集
Ⅱ 

Advanced culture carried through the upland roads
Within the Kitamoto City area, there were old roads called Kamakura-kaido, Iwatsuki-michi, Matsuyama-michi, and other roads that originated in the Middle Ages. Along the 

Kamakura-kaido, Ishito Castle was built, where there are Kaba cherry trees that have a strong association with Minamoto-no-Noriyori, a military commander in the Middle 

Ages). These cherry trees became very famous to the premodern writers. Nakasendo is the road where the feudal lords’ procession used to pass. Many common people also 

used to pass along the road, such that various traditions were introduced through Nakasendo. 

松浦静山（平戸藩主）が描いた『甲子夜
話（かっしやわ）』（1821～40年）の蒲
ザクラ（写真提供：松浦史料博物館）

文
人
に
も
て
は
や
さ
れ
た

蒲
ザ
ク
ラ

　

鎌
倉
時
代
、
幕
府
の
あ
る
鎌
倉
と

各
地
を
結
ん
だ
道
路
網
が
成
立
し
ま

し
た
。
後
に「
鎌
倉
街
道
」と
呼
ば

れ
る
道
で
す
。
後
世
に
は
北
本
市
域

に
は
、
鎌
倉
街
道
の
ほ
か
に
、
岩
槻

道
、
松
山
道
な
ど
も
登
場
し
ま
す
。

鎌
倉
街
道
沿
い
の
石
戸
城
に
は
、
永

禄
6
年（
1
5
6
3
）に
上
杉
謙
信

が
松
山
城
を
救
う
た
め
、
大
軍
を
率

い
て
来
ま
し
た
。
石
戸
宿
は
鎌
倉
街

道
の
宿
場
と
伝
え
ら
れ
、
江
戸
時
代

初
期
、
宿し

ゅ
く
な
み並

の
南
端
に
は
、
鷹
狩
に

来
た
家
康
の
休
泊
所
で
あ
る
御お

ち
ゃ
や

茶
屋

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
石
戸
宿
に

あ
る
堀
ノ
内
館
跡
や
東
光
寺
に
は
、

源
頼
朝
の
異
母
弟
、
蒲か

ば
の
か
ん
じ
ゃ

冠
者
と
呼
ば

れ
た
源
範の

り
よ
り頼
の
伝
説
が
残
り
ま
す
。

範
頼
ゆ
か
り
の
蒲
ザ
ク
ラ
は
、
江
戸

時
代
後
期
、
文
人
た
ち
の
間
で
大
変

な
評
判
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
確
認

で
き
る
だ
け
で
も
4
冊
の
文
献
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
こ
の

地
域
の
文
化
発
信
力
の
強
さ
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

人
や
文
化
が
往
来
し
た

中
山
道

　

一
方
、
室
町
時
代
後
期
、
現
在
の

多
聞
寺
や
本
宿
天
神
社
周
辺
に「
中

山
道
」の
宿
場
が
置
か
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
宿
場
は
鴻
巣
へ

移
転
し
、「
本
宿
」と
い
う
地
名
を
残

し
て
、
市
域
に
は「
立
場
」と
い
わ

れ
た
休
憩
所
が
2
カ
所
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
中
山
道
は
、
大
名
の
参
勤
交

代
や
日
光
例れ

い
へ
い
し

幣
使
、
茶
壷
道
中
を
は

じ
め
、
幕
末
に
は
2
万
5
千
人
を
超

え
た
と
伝
え
ら
れ
る
和か

ず
の
み
や宮

降こ
う
か嫁

の
大

行
列
も
通
り
ま
し
た
。
庶
民
の
往
来

も
さ
か
ん
で
し
た
。
江
戸
中
期
以
降

に
な
る
と
4
軒
〜
5
軒
に
1
人
ぐ
ら

い
が
江
戸
へ
奉
公
な
ど
に
出
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
数
は
明
治
に
な
る
に

つ
れ
、
さ
ら
に
増
え
て
い
っ
た
の
で

す
。

渡辺崋山が描いた『玄同放言（げんどうほ
うげん）』（1820年・滝沢馬琴著）の蒲ザク
ラ（写真提供：下村克彦氏）

浜松市の蒲小学校の校庭に咲く蒲ザクラは、平成
17年に北本市から浜松市へ寄贈した苗木を植樹し
たもの

　源範頼の伝説の残る「石戸蒲ザクラ」。江戸後期、長崎・平戸藩主の松浦静
山が著書の中で紹介している縁から、平成16年に北本市から平戸市へクロー
ン苗木60本を寄贈しました。移植された苗木はすくすく育ち、松浦史料博物
館の敷地内や平戸つつじふれあい公園内の並木道などは、今や平戸市の桜の
名所となっています。
　一方、範頼の郷里である浜松市では、平成23年の浜松市制100周年記念事
業の「100夢プロジェクト」の一つとして、平成17年に北本市から譲り受けた
蒲ザクラ後継樹を、市民団体「蒲ザクラの里実行委員会」が、浜松市農業バイ
オセンターへ依頼し、増やした100本の苗木を蒲地区の芳

ほうかわ

川沿いに植樹する
計画を立てています。同年７月に開催された蒲ザクラフォーラムには北本市の
職員が招かれ、シンポジウムに参加しています。

「蒲ザクラ」が結ぶ絆、平戸へ、浜松へ。

「
陸
の
道
」で
運
ば
れ
た

情
報
と
文
化

東海木曽両道中懐宝図鑑（個人蔵）

古
く
か
ら
街
道
や
舟
運
が
発
達
し
て
い
た
北
本
に
は
、

﹁
道
﹂を
通
し
て
、多
く
の
人
や
物
、

情
報
や
文
化
が
運
ば
れ
ま
し
た
。

北
本
の
人
々
の
気
質
と
し
て
今
も
受
け
継
が
れ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
、

か
つ
て﹁
道
﹂を
中
心
に
育
ま
れ
、広
が
っ
た
も
の
で
す
。

歴
史
の
中
に
、今
も
息
づ
き
、未
来
へ
と
導
く

北
本
人
の
気
質
を
読
み
取
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

北
本
人
の

チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神 未

来
へ
導
く

チャレンジ精神を育んだ「北本の道」



採
種
事
業

ト
マ
ト
の
種
子
を
輸
出
し
よ
う

組
合
設
立  

農
家
の

　割
賛
成

農
友
会 (

大
正

　年
発
足)

低
温
濃
縮
法
と
の
出
会
い

果
肉
も
商
品
化
し
よ
う

石
戸
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
販
売
組
合

石
戸
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
販
売
組
合

石
戸
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

適
切
な
栽
培
指
導
●
な
じ
み
が
薄
い
の
に
品
質
の
良
い
ト
マ
ト
を
生
産

加
工
工
場
建
設
●
大
量
生
産

無
駄
の
な
い
商
品
開
発
●
種
子
・
ク
リ
ー
ム
・
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・
ピ
ク
ル
ス

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
戦
略
●
包
装
紙 

●
ト
マ
ト
小
唄 

●
埼
玉
県
と
の
連
携

収
穫
量
少
！ 

予
定
の
　
／
　
！

中心人物は 田島忠夫 (のちの初代北本宿村長)

大正・昭和の
洋食ブーム

第一次
世界大戦の
戦勝国として
貿易による
好景気到来

第二次
世界大戦
戦況悪化

●
帝
国
ホ
テ
ル
、精
養
軒
、千
疋
屋
で
大
好
評 

●
埼
玉
三
大
名
産 

●
品
評
会
で
日
本
一 

●
皇
室
献
上

●
満
州
博
覧
会
へ
の
出
品
計
画

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
輸
出
計
画
の
新
聞
記
事

解
決
策
と
し
て
組
合
を
設
立

お
金
が
か
か
る
！

大
正

　年
頃 

大
正
　
年 

昭
和

　年 

昭
和
初
期

昭
和

　年
頃

昭
和
　
年

昭
和
　
年
頃

問題点

問題点

●
西
瓜
糖
工
場
へ
の
転
換

●
工
場
閉
鎖

4

62281617

7

14

1

5

シャクシ稲荷シャクシ稲荷

庚申様庚申様

泉蔵院泉蔵院

小料理屋小料理屋

道標「これより石と舟とミち」道標「これより石と舟とミち」

現在の高尾河岸跡現在の高尾河岸跡 至石戸至石戸

至馬室至馬室

銭湯銭湯

小料理屋小料理屋

船問屋船問屋

伝
鎌
倉
街
道

伝
鎌
倉
街
道

天王山天王山

倉庫倉庫

船荷上場船荷上場
荷上品小売店・砂砂利問屋荷上品小売店・砂砂利問屋 馬力運送馬力運送

馬力運送馬力運送
高尾河岸高尾河岸

駄菓子商駄菓子商

船問屋船問屋

農具製造修理農具製造修理

川魚漁夫川魚漁夫
竹細工竹細工

鳶職鳶職

馬力運送馬力運送

白山様白山様

紺屋紺屋
綿屋綿屋

観音堂観音堂 馬力運送馬力運送

馬力運送馬力運送

八幡様八幡様

醤油醸造販売醤油醸造販売
医者医者

酒タバコ雑貨商酒タバコ雑貨商

家大工家大工

旅館兼農業旅館兼農業

船問屋船問屋
米麦雑穀肥料商米麦雑穀肥料商

阿弥陀堂阿弥陀堂

渡し場渡し場
仲買仲買

うどん屋兼質屋うどん屋兼質屋

鳶職鳶職

曲物職曲物職

　歯科医　歯科医
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Economic strength carried through 
waterways
Takao district has flourished through 

shipping for about 300 years since the 

Takao-kashi (boatslip) was opened at 

the beginning of the 17th century and 

became one of the boatslips designated 

by the government of Edo. The Takao-

kashi became the busiest place in 

Kitamoto in the middle of 19th century 

to the point where people used to say 

“Go to Takao when life gets tough.” On 

the back of a strong economy Kitamoto 

city has nurtured many people with a 

challenging spirit.

年
貢
米
を
積
み
出
す

幕
府
制
定
の「
高
尾
河
岸
」

　

高
尾
河
岸（
※
1
）が
開
設
さ
れ
た

江
戸
時
代
初
期
か
ら
明
治
の
中
ご
ろ

ま
で
、
当
地
方
の
物
産
の
江
戸
へ
の

上
り
荷
、
江
戸
か
ら
の
物
品
の
下
り

荷
の
船
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。

　

寛
永
6
年（
1
6
2
9
）、
荒
川
の

瀬
替
え
工
事
に
よ
り
江
戸
へ
の
舟し

ゅ
う
う
ん運

路
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
を
中

心
に
放
射
状
に
広
が
る
川
の
存
在

は
、
現
在
の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
。
元
禄
3
年

（
1
6
9
0
）に
は
、
高
尾
河
岸
は
幕

府
公
認
の
河
岸（
年
貢
米
の
積
み
出

し
を
す
る
権
威
あ
る
河
岸
）と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
河
岸
に
は
幕
府
に

よ
り
認
め
ら
れ
た
運
送
業
を
生
業
と

す
る
船
問
屋
が
成
立
し
、
幕
府
や
諸

藩
の
年
貢
米
を
輸
送
す
る
際
は「
御

用
」旗
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

高
尾
河
岸
を
利
用
し
て
い
た
地
域

は
、
現
在
の
北
本
市
域
を
は
じ
め
、

鴻
巣
市
の
郷ご

う
ち地

、
笠か

さ
は
ら原

や
常じ

ょ
う
こ
う光

、
菖

蒲
町
の
小
林
や
菖
蒲
、
吉
見
町
の
吉

見
や
南
吉
見
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。

高
尾
河
岸
か
ら
江
戸
・
浅
草
の
御
蔵

河
岸（
現
在
の
蔵
前
・
幕
府
の
米
蔵

が
あ
っ
た
）ま
で
は
お
よ
そ
川
道
33

里
の
距
離
。
高
尾
河
岸
か
ら
江
戸
へ

の
往
復
の
日
数
は
約
8
日
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
ら

高
尾
へ
行
け
！
」

　

明
治
の
初
め
ご
ろ
か
ら
、
高
尾
地

域
の
工
芸
品
、
桐
タ
ン
ス
も
こ
こ
か

ら
積
み
出
さ
れ
、「
東
京
タ
ン
ス
の

元
祖
」と
い
わ
れ
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。
北
本
で
最
も
活
気
の
あ
る
場

所
と
な
り
、
川
を
行
き
来
す
る
船
の

帆ほ
ば
し
ら柱
が
、
ナ
ラ
の
木
の
よ
う
に
見
え

た
と
い
い
ま
す
。
船
の
積
み
荷
を
入

れ
る
倉
や
運
送
屋
、
宿
、
た
ば
こ
屋
、

ふ
ろ
屋
、
料
理
屋
な
ど
の
家
々
が
建

ち
並
び
、
人
々
が
忙
し
そ
う
に
行
き

交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
当
時
は
、「
し
ょ
う
が

な
か
っ
た
ら
、
高
尾
に
行
け
」と
い

う
言
葉
ま
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
塩
が
な
い
」「
仕
事
が
な
く
て

し
ょ
う
が
な
い
」、
つ
ま
り
暮
ら
し

に
必
要
な
も
の
が
な
く
て
困
っ
た
と

き
は
、高
尾
に
行
け
ば
用
が
足
り
る
、

仕
事
が
見
つ
か
る
、と
い
う
意
味
で
、

高
尾
河
岸
は
そ
れ
く
ら
い
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

明
治
9
年
頃
に
は
、
荷
船
5
艘そ

う

、

渡
し
船
2
艘
が
あ
り
、
船
問
屋
も
3

軒
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
、
田
島

家
に
は
、
今
も
御
用
旗
や
長
さ
15

メ
ー
ト
ル
の
帆
柱
、
碇い

か
り

な
ど
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

市
域
に
は
、そ
の
他
、荒
井
河
岸
・

石
戸
河
岸
も
あ
り
ま
し
た
。
明
治
16

年
に
高
崎
線
の
鉄
道
が
開
通
し
た
こ

と
で
、
舟
運
は
し
だ
い
に
寂
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
長
い
歴
史
と
潤
沢
な

経
済
力
を
背
景
に
、
北
本
ら
し
い
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
た
人
物

が
こ
こ
か
ら
輩
出
さ
れ
た
の
で
す
。

船問屋田島家に残る高瀬舟の帆柱
（写真提供：田島和生氏）

な
ぜ「
北
本
と
い
え
ば

ト
マ
ト
」な
の
か
？

　

中
世
以
来
、
街
道
や
舟
運
を
通
し

て
人
や
物
や
情
報
が
行
き
交
っ
た
北

本
の
地
で
、
新
し
い
情
報
や
経
済
力

を
身
に
付
け
た
人
々
は
、
球
根
や
果

樹
栽
培
、
酒
造
や
醤
油
醸
造
、
桐
タ

ン
ス
製
造
な
ど
、
農
業
を
主
と
し
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
を
興
し
て
き

ま
し
た
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
事

業
が
、
昭
和
初
期
の
洋
食
ブ
ー
ム
を

け
ん
引
し
た「
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
」

の
製
造
・
販
売
で
す
。

　

当
時
、
日
本
一
の
評
価
を
受
け
、

埼
玉
県
の
三
大
名
産
品
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
た
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
。
そ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
ん
だ
先
人
た
ち

の
意
気
込
み
の
中
に
、
北
本
人
な
ら

で
は
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
見
て
取

れ
ま
す
。
今
も「
北
本
と
い
え
ば
ト

マ
ト
」と
い
わ
れ
る
わ
け
は
、
こ
こ

に
あ
る
の
で
す
。

農
村
の
研
究
と
実
践
の
場

「
農
友
会
」の
発
足

　

大
正
4
年
、
農
業
が
盛
ん
だ
っ
た

北
本（
当
時
の
石
戸
村
）で
、大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
気
運
の
中
、
北
本
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
引
き
継
い
だ

「
農
友
会
」が
発
足
し
ま
す
。

　

農
友
会
で
は
、
講
演
会
で
勉
強
し

た
り
、
耕
地
の
土
質
検
査
や
、
肥
料

計
画
を
立
て
て
、
実
験
的
に
い
ろ
い

ろ
な
農
作
物
を
取
り
入
れ
た
り
し
ま

し
た
。
改
良
農
具
の
導
入
な
ど
と
合

わ
せ
、
大
麦
、
小
麦
、
製
茶
、
揚よ

う
す
い水

な

ど
の
事
業
を
行
う
一
方
、「
採
種
場
」

を
設
け
て
、
タ
ネ
の
段
階
か
ら
、
品

種
改
良
や
統
制
を
図
っ
て
い
た
の
で

す
。

　

大
正
6
年
に
は
、大
根
・
ゴ
ボ
ウ
・

キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
の
種
を
採
種
、
大

正
14
年
に
は
ト
マ
ト
の
植
え
付
け
が

行
わ
れ
て
い
ま
す（
※
2
）。
当
時
、

国
産
ト
マ
ト
の
種
子
が
ア
メ
リ
カ
に

輸
出
さ
れ
て
好
評
だ
っ
た
た
め
、
北

本
の
農
友
会
で
も
挑
戦
し
た
の
で

す
。

ト
マ
ト
の
タ
ネ
を

輸
出
し
よ
う

　

こ
の
時
期
、
第
一
次
世
界
大
戦
の

戦
勝
国
と
な
っ
た
日
本
は
空
前
の
好

景
気
を
迎
え
、ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
、

物
資
の
生
産
拠
点
と
し
て
貿
易
を
加

速
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

資
料
に
よ
れ
ば
、当
時
の「（
石
戸

村
の
）主
要
産
物
は
、
米
、
麦
、
繭ま

ゆ

、

甘か
ん
し
ょ藷

、
種し

ゅ
び
ょ
う苗

類
、
ト
マ
ト
等
で
、
中

で
も
麦
と
ト
マ
ト
野
菜
種
子
は
有
名

で
あ
る
。
そ
の
外
箪た

ん
す笥
製
造
、
機
械

製
茶
、
蚕
種
業
も
営
ま
れ
、
養
豚
、

養
鶏
、
養よ

う
と兎

等
も
か
な
り
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る（
※
3
）」と
あ
り
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
種
子
が
ア
メ
リ
カ
へ
の

輸
出
品
と
し
て
有
望
だ
と
い
う
話
を

聞
き
つ
け
て
、
こ
の
事
業
を
強
く
進

め
た
人
物
に
、
農
友
会
創
立
当
時
の

会
長
・
田
島
忠
夫
が
い
ま
し
た
。
田

島
会
長
と
役
員
が
乗
り
気
と
な
り
、

農
林
省（
当
時
）の
紹
介
で
、
横
浜

の
輸
出
商
・
坂
田
商
会（
現
・
株
式

会
社
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）か
ら
ト
マ
ト

の
種
子
19
品
種
を
取
り
寄
せ
、
村
の

4
0
0
ア
ー
ル
の
畑
に
植
え
付
け
ま

し
た
。

　

農
業
の
科
学
的
経
営
と
農
民
の
共

同
生
活
に
関
心
の
高
か
っ
た
田
島
忠

夫
は
、
大
正
9
年
の
球
根
の
研
究
に

続
い
て
、
ト
マ
ト
栽
培
を
行
い
ま
し

た
。
忠
夫
は
、
か
つ
て
の
高
尾
河
岸

の
船
問
屋
・
田
島
家
18
代
当
主
太
郎

の
弟
で
、
昭
和
18
年
に
は
石
戸
村
と

中
丸
村
が
合
併
し
て
北
本
宿
村
が
で

き
ま
し
た
が
、
そ
の
初
代
村
長
と
な

り
ま
す
。
縁え

ん
せ
き戚

に
あ
た
る
石
戸
村

長
・
吉
田
時
三
郎
か
ら
、
農
業
や
農

村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
薫く

ん
と
う陶

を
強

く
受
け
ま
し
た
。

「
御
用
」旗（
写
真
提
供
：
田
島
和
生
氏
）

※2・3『石戸郷土読本』（昭和8年刊行） ※1  河岸（かし）…川岸の船着場。江戸時代以降、船問屋や倉庫、商人が集まり集落を形成した。

「
舟
の
道
」で
運
ば
れ
た

経
済
力

情
報
収
集
力
と
経
済
力
が
生
ん
だ

一
大
プ
ロ
ジェ
ク
ト

高尾河岸周辺復元図（明治中期ごろ）

※田島和治氏の調査資料に基づいた復元図をイラスト地図化
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Large project backed up by spirit of innovation and economic strength
Kitamoto citizens who developed their challenging spirit using the roads and 

waterways took on the production of tomato cream at the beginning of the 

20th century. In 1915, Noyukai, which studies agricultural villages and puts 

what it has studied into practice, was established. It started tomato planting 

in 1925, in order to try exporting tomato seeds. As only 1/5 of the scheduled 

seed production was produced, it began tomato cream production by a 

low-temperature enrichment method, which can use both fresh tomatoes 

and seeds. Noyukai constructed a plant in Ishito Village and organized a 

marketing cooperative in order to establish a production/processing/marketing 

system. Fine quality tomatoes were shipped fresh in boxes to Tokyo and 

other areas. Tomato cream and tomato ketchup were bottled and canned, 

and unripe tomatoes were pickled. In this way, all tomatoes were used and 

sold with a minimum of waste through product development. In the office 

entrance, the watchword of “One for all, all for one” was posted. All members 

offer money and wisdom, work together, manage together, and share in the 

profits. Such acts are representative of the challenging spirit of Kitamoto 

citizens. At the beginning of the 20th century, Western cuisine became 

popular in Tokyo, and Ishito tomato cream has become highly favoured by 

well-known Western-style restaurants and hotels. 

度
か
ら
50
度
の
低
い
温
度
で
煮
詰
め

る
製
法
で
す
。
高
い
温
度
で
煮
詰
め

て
し
ま
う
と
、
う
ま
味
も
栄
養
も

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
方
法

な
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
も
殺
さ
ず
、
濃
度

は
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
3
倍
で
、
ト
マ

ト
本
来
の「
味
」と「
香
り
」も
保
て

る
と
い
う
画
期
的
な
方
法
で
し
た
。

こ
の
製
法
に
踏
み
切
る
ま
で
の
様
子

が『
北
本
市
史
』に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。「
ま
ず
は
、
東
京
市
尾お

久ぐ

に

あ
る
西す

い
か瓜

糖
を
製
造
し
て
い
る
日
本

製
餡
会
社
の
工
場
に
あ
る
真
空
釜
で

実
験
し
た
。
う
ま
く
い
っ
た
が
、
ト

マ
ト
を
尾
久
ま
で
運
ぶ
の
は
た
い
へ

ん
な
の
で
、
機
械
を
設
置
し
て
、
独

自
工
場
を
作
る
こ
と
に
し
た
」。
こ

う
し
て
、
い
よ
い
よ
石
戸
村
に
工
場

を
作
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

農
家
の
7
割
が
賛
成

石
戸
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム

販
売
組
合

　

昭
和
2
年
6
月
10
日「
石
戸
ト
マ

ト
ク
リ
ー
ム
販
売
組
合
」が
設
立
さ

タ
ネ
は
予
定
の

5
分
の
1
し
か
採
れ
な
い	

　

ト
マ
ト
栽
培
に
当
た
っ
て
は
、
土

地
を
開
墾
し
て
畑
を
つ
く
り
ま
し

た
。
4
年
ご
と
に
畑
を
替
え
て
い
ま

し
た
が
、
石
戸
村
の
適
度
に
湿
気
の

あ
る
土
壌
や
、
砂
質
土
壌
は
、
ト
マ

ト
栽
培
に
適
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
タ
ネ
を
採
っ

て
み
る
と
、
そ
の
採
種
量
は
予
定
の

5
分
の
1
！　

こ
れ
で
は
採
算
が
と

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
タ
ネ

を
採
る
た
め
に
捨
て
て
い
た
果
肉
も

生
か
す
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。
今

で
は
ト
マ
ト
の
実
を
食
べ
る
こ
と
は

当
た
り
前
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
ト
マ

ト
を
見
た
こ
と
も
食
べ
た
こ
と
も
な

く
、
あ
く
ま
で
も
タ
ネ
を
採
る
た
め

に
栽
培
し
て
い
た
人
々
に
と
っ
て

は
、
画
期
的
な
発
想
で
し
た
。
こ
こ

で
、
農
友
会
の
人
々
は
、
新
た
な
製

法
と
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

果
肉
も
種
子
も
生
か
す

低
温
濃
縮
法

　

ま
ず
は
、
当
時
、
ト
マ
ト
ク
リ
ー

ム
製
法
の
発
明
専
売
特
許
を
も
っ
て

い
た
農
林
省
の
技
師
、
草
野
計け

い
き起

か

ら
承
諾
を
得
ま
す
。
ま
た
、
ト
マ
ト

を
加
工
す
る
機
械
は
す
で
に
あ
り
ま

し
た
が
、
果
肉
も
種
子
も
生
か
す
と

い
う
機
械
が
無
か
っ
た
た
め
、「
埼

玉
県
農
事
試
験
場
」に
相
談
し
、「
低

温
濃
縮
法
」と
い
う
製
法
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。 

　
「
製せ

い
あ
ん餡

機
械
」を
利
用
す
る「
低
温

濃
縮
法
」は
、
果
肉
を
真
空
釜
で
40

石戸トマトクリーム販売組合工場
（昭和2年　写真提供：石戸小学校）

釜から流れ出るトマトクリーム
（昭和2年頃　写真提供：田島和夫氏）

れ
ま
し
た
。
出
資
は
1
口
20
円
で
、

合
計
1
千
口
。
資
本
金
2
万
円
の
産

業
組
合
を
組
織
し
て
、
ト
マ
ト
加
工

工
場
の
建
設
を
決
め
ま
す
。
村
内
農

家
の
7
割
が
賛
成
し
た
と
い
う
か
ら

驚
き
で
す
。

　

出
資
方
法
は
3
通
り
。
現
金
で
出

資
で
き
る
者
は
現
金
で
、
労
働
力
を

提
供
で
き
る
者
は
労
働
力
で
、
で
き

あ
が
っ
た
生
果（
ト
マ
ト
）で
出
資

す
る
場
合
は
、
ト
マ
ト
3
7
5
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り
10
円
で
計
算
さ
れ
ま

し
た
。
個
々
の
農
家
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、
出
資
方
法
も
選
べ
る
、
開
か

れ
た
組
合
組
織
で
し
た
。

　

集
ま
っ
た
出
資
で
、
33
ア
ー
ル
の

藪
を
開
拓
し
、
5
0
0
平
方
メ
ー
ト

ル
の
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
『
石
戸
郷
土
読
本
』
に
よ
れ
ば
、

「
昨
日
ま
で
鍬く

わ

を
握
っ
て
居
た
人
々

が
、
工
場
の
設
計
、
機
械
の
据
え
付

け
な
ど
を
や
る
の
で
あ
る
し
、
又
機

械
の
運
転
も
、
最
初
か
ら
村
民
の
手

で
や
ら
う
と
い
ふ
方
針
で
か
か
つ
た

荒川でのトマト種子採取の様子
（大正14年頃　写真提供：田島和夫氏）

石戸のトマト畑（昭和2年頃　写真提供：石戸小学校）

か
ら
、
寧む

し

ろ
悲
壮
な
位
で
あ
っ
た
。

工
場
の
中
に
は
、
直
径
2
ｍ
大
の
真し

ん

空く
う
か
ん罐

が
立
ち
、
3
つ
の
殺
菌
釜
が
横

た
は
り
、
20
馬
力
の
蒸
気
エ
ン
ヂ
ン

と
、
18
馬
力
の
電
動
機
1
台
が
厳
然

と
据
え
付
け
ら
れ
、
見
る
か
ら
に

堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
」と
あ
り
ま

す
。
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
、
多

く
の
農
民
が
、
意
気
揚
々
と
新
し
い

事
業
に
取
り
組
む
姿
が
思
い
浮
か
び

ま
す
。

現
代
の
六
次
産
業
に

つ
な
が
る
生
産
・
加
工
・

販
売
体
制

　

ト
マ
ト
の
種
子
は
、
す
べ
て
組
合

か
ら
各
農
家
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

品
種
は「
ポ
ン
テ
ロ
ー
ザ
」。
暗
赤
色

の
ト
マ
ト
で
、
形
は
少
し
い
び
つ
で

す
が
、
実
が
大
き
く
育
つ
の
が
特
徴

で
す
。
当
時
の
日
本
で
は
、
愛
知
・

茨
城
・
千
葉
・
神
奈
川
で
ト
マ
ト
を

栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
石
戸
村
の

人
々
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
組
合
の
技
術
員
が
一
つ

一
つ
の
畑
を
ま
わ
っ
て
肥
料
の
配
合

指
針
等
を
示
し
、
実
地
指
導
を
行
い

ま
し
た
。「
ト
マ
ト
栽
培
要
項
に
は

く
わ
し
い
栽
培
方
法
が
記
載
さ
れ
て

い
た
。
生
産
経
験
の
乏
し
い
ト
マ
ト

と
い
う
果か

さ
い菜
類
を
栽
培
す
る
農
家
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
綿
密
な

計
画
に
よ
っ
て
指
導
し
よ
う
と
し
た

心
意
気
が
う
か
が
い
し
れ
る
」（『
北

本
市
史
』よ
り
）。

　

そ
の
成
果
が
表
れ
、
最
初
の
1
年

で
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
10
万
箱
、
ト
マ

ト
ピ
ク
ル
ス
3
万
個
が
生
産
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
、
競
作
会

を
開
催
し
て
生
産
競
争
を
行
い
、
昭

和
8
年
に
は
10
ア
ー
ル
の
畑
で

1
万
1
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の
ト
マ
ト

の
収
穫
量
を
上
げ
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

無
駄
の
な
い
商
品
開
発

　

当
初
は
、思
う
よ
う
に
タ
ネ
の
採
取

量
が
確
保
で
き
ず
困
惑
し
ま
し
た
が
、

果
肉
も
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、販
売
組
合
が
扱

う
商
品
は
次
々
と
増
え
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
ト
マ
ト
の
う
ち
、
粒
の

揃
っ
た
優
良
品
は
生
の
ま
ま
箱
詰
め

さ
れ
て
、
東
京
、
そ
の
他
の
青
果
市

場
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
ト
マ
ト
ク

リ
ー
ム
や
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
は
、

ビ
ン
詰
や
缶
詰
と
し
て
各
地
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
口
に
熟
し
切
ら
な
い
ト
マ
ト

は
、
な
ん
と
ト
マ
ト
ピ
ク
ル
ス
に
し

て
売
っ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
ト

マ
ト
栽
培
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、

無
駄
な
く
ト
マ
ト
を
生
か
し
き
る
、

そ
の
創
意
工
夫
の
妙
技
に
は
頭
が
下

が
り
ま
す
。

　

工
場
の
加
工
能
率
は
1
日
最
高

3
万
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
加
工
品
の
販
売

先
は
、
東
京
、
大
阪
、
神
戸
、
樺
太
に

ま
で
広
が
り
、
食
物
調
味
料
や
魚
類

缶
詰
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
陸
軍
糧

り
ょ
う

抹ま
つ
ほ
ん
し
ょ
う

本
廠
や
海
軍
経
理
学
校
へ
も
納
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

品
質
の
向
上
し
た
生
果
の
ト
マ
ト

は
、
毎
年
8
月
、
皇
室
献
上
の
栄
誉

に
あ
ず
か
れ
る
ほ
ど
、
お
い
し
く
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

トマトクリームがもてはやされた昭和初期の銀座
（写真提供：中央区立京橋図書館）

工場でのトマトの洗浄のようす
（昭和2年頃　写真提供：田島和夫氏）

各
人
は
万
人
の
た
め
に

万
人
は
一
人
の
た
め
に

　

事
務
所
の
入
り
口
に
は
1
枚
の
標

語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
各

人
は
万
人
の
た
め
に　

万
人
は
一
人

の
た
め
に
」。こ
れ
こ
そ
が
、石
戸
ト

マ
ト
ク
リ
ー
ム
販
売
組
合
の
組
合
精

神
で
し
た
。
皆
で
お
金
と
知
恵
を
出

し
合
い
、
皆
で
働
き
、
皆
で
経
営
し
、

分
配
し
あ
う
…
…
精
神
論
だ
け
で
な

く
、
経
済
も
成
り
立
た
せ
よ
う
と
い

う
強
い
意
志
と
行
動
力
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。

あ
の
名
店
か
ら
も

お
墨
付
き

　

石
戸
村
で
、
農
民
た
ち
が
ト
マ
ト

ク
リ
ー
ム
販
売
組
合
で
奔ほ

ん
そ
う走

し
て
い

た
昭
和
初
期
、東
京
で
は「
銀
ブ
ラ
」

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
大

正
の
3
大
洋
食（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・

と
ん
か
つ
・
コ
ロ
ッ
ケ
も
し
く
は
オ

ム
レ
ツ
）が
話
題
と
な
り
、
徐
々
に

日
本
人
の
食
事
も
西
洋
化
さ
れ
ま
し

た
。
き
っ
か
け
の
一
つ
は
日
本
海
軍

の「
西
欧
列
強
と
対
等
に
付
き
合
え

る
よ
う
に
西
洋
の
マ
ナ
ー
や
食
事
作

法
を
身
に
付
け
る
べ
し
」と
い
う
考

え
方
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
の
海
軍
兵
は
、
西
洋
料
理
店
の

「
精
養
軒
」で
食
事
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん

と
石
戸
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
は
、
こ

の
精
養
軒
で
も
扱
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
お
い
し
さ
は
東
京
で
も
高

く
評
価
さ
れ
、
帝
国
ホ
テ
ル
や
千
疋

屋
、
国
分
商
会（
現
・
株
式
会
社
国

分
）の
食
品
部
な
ど
で
、
時
価
の
3

割
高
で
取
引
さ
れ
た
の
で
す
。
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Revitalization of community starting with Kitamoto tomato
In order to revive the taste of Kitamoto tomatoes, which was “number one” in Japan, many citizens from primary school pupils 

to adults started to make concerted efforts. They grow seedlings of the past breed variety and cook original dishes using the 

harvested tomatoes. They have revived the tomato cream, produced seeds, and taken on the challenge of growing tomatoes from 

the seeds. “The 9th Saitama Class B Local Gourmet Food Championship” is planned to be held in Kitamoto City in 2011. Efforts 

have been made to develop a new local gourmet dish for the championship. Therefore, “Kitamoto Tomato Curried Rice” was born. 

The project to boost the development of the community using tomatoes that Kitamoto citizens take pride in has begun to expand.

細田まちさん（94歳・当時のトマト工場に勤務） 

高級品だから
なめたことはありません。

　15、6歳の頃、トマトの最盛期の夏場に、組合の工場で
製品にするトマトを洗ったりしました。石戸地区の同年齢
の女の子たちが、3、4人いました。高級品だったからで
しょうか、トマトクリームを味見したことはないですね。
一度、バスの日帰りで、筑波山へ社員旅行に行ったことも
ありましたよ。

Interview

Japan’ finest tomatoes, Ishito tomatoes
Ishito tomato cream was presented to the Japan Food Specialties Exposition as Saitama’s specialty in 1928. In the same year, Ishito tomatoes won first prize in the Gotairei 

Exposition, and the export of Ishito tomatoes to Europe was planned. The marketing strategy included making Tomato songs and tomato postcards, along with other 

innovative efforts. The taste of Ishito tomatoes became nostalgia, however, due to the closure of the plant as the Pacific war intensified. 

す
が
、長
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
で
き
ご

と
で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
歴
史
を
掘
り

起
こ
し
、
受
け
継
ご
う
と
い
う
動
き

が
、
近
年
広
が
り
を
見
せ
て
き
ま
し

た
。

　
「
西
小
ポ
ン
テ
ロ
ー
ザ
ク
ラ
ブ
」は
、

西
小
学
校
6
年
生
の
有

志
と
保
護
者
、地
域
の
人

な
ど
が
会
員
で
す
。総
合

的
な
学
習
の
時
間
で「
ま

ち
お
こ
し
」を
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、昔
の

品
種
で
あ
る
ポ
ン
テ

ロ
ー
ザ
の
苗
を
育
て
、収

穫
し
た
ト
マ
ト
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
理
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
北
本
高
校

で
も
、文
化
祭
で
ト
マ
ト

入
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

を
作
っ
て
販
売
し
ま
し

た
。

　

一
方
、平
成
22
年
に
行

わ
れ
た
北
本
郷
土
料
理

発
掘
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で「
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
」

の
復
刻
に
関
わ
っ
た
人

た
ち
が
続
け
て
い
る
活

動
が「
き
た
も
と
食
伝
」で
す
。
市
民

に
ポ
ン
テ
ロ
ー
ザ
の
苗
を
頒は

ん
ぷ布
し
た

り
、復
刻
し
た
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
を
デ

パ
ー
ト
な
ど
で
販
売
し
た
り
、苗
を
育

て
て
種
を
採
る
こ
と
に
も
挑
戦
し
ま

し
た
。次
は
、採
取
し
た
種
か
ら
育
て

よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

ト
マ
ト
料
理
で

Ｂ
級
グ
ル
メ
王
に
挑
戦

　

平
成
23
年
11
月
に「
第
9
回
埼
玉

B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦
」が
北

本
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、特

産
の
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
の
レ
シ

ピ
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、西
小
ポ
ン
テ

ロ
ー
ザ
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、市
民
や
各

種
団
体
か
ら
24
品
目
の
レ
シ
ピ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

「
北
本
ト
マ
ト
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」が
優

勝
し
、こ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
B
級
ご
当
地

グ
ル
メ
王
を
目
指
し
ま
す
。

　

西
小
は
惜
し
く
も
選
に
も
れ
ま
し

た
が
、
北
本
の
誇
り「
ト
マ
ト
」に
よ

る
ま
ち
お
こ
し
は
、
多
く
の
市
民
や
、

商
工
会
、飲
食
店
組
合
な
ど
を
巻
き
込

み
な
が
ら
大
き
な
広
が
り
と
な
り
始

め
ま
し
た
。

「
北
本
ト
マ
ト
」か
ら

広
が
る
ま
ち
お
こ
し

畑で育ったポンテローザ

オリジナルトマト料理づくりに挑んだ西小ポンテローザクラブの子どもたち

「きたもとご当地グルメ」開発コンテスト
のようす

優勝レシピの「北本トマトカレーライ
ス」で埼玉Ｂ級ご当地グルメ王を目指す

昭
和
初
期
に
日
本
一
に
輝
い
た
幻
の
﹁
北
本
ト
マ
ト
﹂。

そ
の
味
を
復
活
さ
せ
、

ま
ち
お
こ
し
に
役
立
て
よ
う
と
、

小
学
生
か
ら
大
人
た
ち
ま
で
、

多
く
の
市
民
が
活
発
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

復
活
せ
よ
！

ポ
ン
テ
ロ
ー
ザ

　
「
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
」を
生
み
出
し

た
先
人
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
、

北
本
人
の
誇
り
と
も
い
え
る
も
の
で

組
合
設
立
の
翌
年
に
は

「
日
本
一
」を
受
賞
！

　

昭
和
2
年
に
組
合
を
設
立
し
た
ば

か
り
で
し
た
が
、
石
戸
ト
マ
ト
ク

リ
ー
ム
は
数
々
の
博
覧
会
で
も
す
ぐ

に
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
3
年
1
月
、
東
京
三
越
で
開

催
さ
れ
た「
全
国
名
産
食
料
品
陳
列

会
」に
、
埼
玉
県
の
名
産
品
と
し
て
、

川
越
芋
せ
ん
べ
い
、
熊
谷
五
家
宝
と

並
ん
で
、
石
戸
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
と

ト
マ
ト
ピ
ク
ル
ス
が
出
品
さ
れ
、
大

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
同
年
5
月
に

は
、「
御お

ん
た
い
れ
い

大
礼
博
覧
会
」に
出
展
し
、

全
国
2
7
0
種
の
中
で
優
良
国
産

賞
表
彰
を
受
賞
し
、
日
本
一
の
評
価

を
受
け
た
の
で
す
。
さ
ら
に
5
年
の

東
京
日
本
橋
白
木
屋「
国
産
愛
用
家

庭
生
活
展
覧
会
」で
は
、
農
林
省
が

ト
マ
ト
ピ
ク
ル
ス
、
ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
、
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
1
ポ

ン
ド
瓶
各
5
個
を
、
わ
ざ
わ
ざ
買
い

上
げ
て
出
品
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
品

質
が
き
わ
め
て
良
く
、
外
国
製
品
と

比
べ
て
も
優ま

さ

る
と
も
劣
ら
な
い
も
の

と
し
て
農
林
省
か
ら
推
薦
さ
れ
た
の

で
す
。
ち
な
み
に
こ
の
時
期
の
ト
マ

ト
ピ
ク
ル
ス
は
1
瓶
25
銭
、
ト
マ
ト

ケ
チ
ャ
ッ
プ
45
銭
、
ト
マ
ト
ク
リ
ー

ム
40
銭
で
し
た
。

　

昭
和
4
年
に
は
日
中
戦
争
の
兵
士

の
食
糧
に
採
用
、
8
年
に
は「
満
州

博
覧
会
」へ
の
出
品
決
定
、
9
年
の

東
京
日
日
新
聞
記
事
に
は「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
輸
出
す
る
用
意
あ
り
」

と
記
載
さ
れ
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
の
輸
出
が
準
備
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

に
く
い
販
売
戦
略

石
戸
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
を

広
め
ろ
！

　

組
合
は
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
ク

リ
ー
ム
を
製
造
・
販
売
す
る
だ
け
で

な
く
、宣
伝
も
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
5
年
に
は
、
小
さ
な
子
ど
も
で

も
口
ず
さ
め
る「
ト
マ
ト
小
唄
」
が

作
ら
れ
、
同
じ
頃
、
絵
葉
書
も
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
小
唄
は
今
で
い
う

P
R
ソ
ン
グ
、
絵
葉
書
は
、
テ
レ
ビ

の
無
か
っ
た
時
代
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で

人
々
の
興
味
を
ひ
く
大
き
な
販
売
戦

略
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
石
戸
郷
土
読
本
』を
著
し
た
綱
島

憲
次
は
、
同
著
の
中
で
次
の
よ
う
に

組
合
を
評
価
し
て
い
ま
す
。「
科
学

的
に
研
究
し
て
、
近
代
文
明
を
取
り

入
れ
て
、
農
村
と
し
て
の
使
命
を
果

た
す
べ
く
、努
力
し
て
い
く
組
合
は
、

恐
ら
く
日
本
に
類
が
な
い
で
あ
ろ

う
」。

時
代
が
早
す
ぎ
た

「
石
戸
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
」

　

昭
和
10
年
代
に
入
る
と
、
戦
争
の

色
合
い
が
濃
く
な
り
始
め
、
嗜し

こ
う好
品

よ
り
も
直
接
お
腹
を
満
た
す
食
材
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
昭

和
16
年
、
ト
マ
ト
の
加
工
工
場
は
西

瓜
糖
を
作
る
工
場
に
転
換
し
た
後
、

昭
和
17
、
18
年
頃
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
と
な
っ
て
は
、

幻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た「
石
戸
ト
マ

ト
ク
リ
ー
ム
」で
す
が
、
こ
の
商
品

を
生
み
出
し
、
販
路
を
広
げ
た
我
々

の
祖
先
の
中
に
、
大
い
な
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
よ
け
い
な
も
の
を
い
っ
さ
い
使

わ
ず
、
野
菜
の
う
ま
味
だ
け
を
凝
縮

し
た
味
は
、
む
し
ろ
今
こ
そ
、
望
ま

れ
る
味
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
本
文
中
の
人
名
は
敬
称
略
）

出荷用の「石戸トマト」の包装紙
（昭和２年頃　写真提供：北本市教育委員会）

トマト小唄（昭和5年頃）

作詞：綱島孤愛（憲次）

待つは一雨　青葉の影に

ちょいとのぞいた　赤トマト

娘二八じゃ　色まだ浅い

トマト盛りの　艶のよさ

赤い心を　面にみせて

君のくちづけ　待つわいな

粋な人目も　千夜の思い

まってトマトの　一ちぎり

ポンテローザは　異国の種よ

今じゃ石戸の　トマト畑

都恋しや　南の空へ

トマト工場の　朝けむり

Topics
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Where now? The challenging spirit of Kitamoto citizens
Kitamoto, with its population of 70 thousand, has various attractions. People who are 

engaged in activities with the key words of groves, art, food, city, sightseeing, station 

front, etc. gather in the “community development caravan,” to discuss current conditions 

and the future of Kitamoto. You can actually feel the challenging spirit handed down over 

generations among those people, who are making serious efforts towards community 

development in their respective endeavours.  

ど
こへ
向
か
う
？

北
本
人
の

チャレン
ジ
精
神
！

上
野
駅
ま
で
45
分
、新
宿
駅
ま
で
50
分
。
7
万
の
人
々
が
住
む
北
本
は
、

首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
一
面
以
外
に
も
、多
様
な
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。

少
し
目
を
凝
ら
し
て
み
る
と
、そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
市
民
活
動
が
始
ま
り
、

互
い
に
影
響
し
あ
い
、新
し
い
う
ね
り
と
な
っ
て
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

雑
木
林
、ア
ー
ト
、食
、市
、観
光
、駅
前
・
・
・
、

様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
活
動
し
て
い
る
市
民
が
集
い
、

北
本
の＂
今
＂と＂
こ
れ
か
ら
＂を
語
り
合
い
ま
し
た
。

彼
ら
の
語
る
こ
の
ま
ち
の
主
人
公
は
、ほ
か
で
も
な
い＂
あ
な
た
＂な
の
で
す
。

座談会

体
が
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
粋

の
北
本
人
が
、
今
、
ま
ち
づ
く
り
を

語
り
始
め
ま
し
た
。

北
本
の「
農
」の
可
能
性

　

石
戸
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
の
復
刻
に

取
り
組
む
白
石
さ
ん
に
、
エ
ー
ル
を

送
る
北
本
市
農
業
青
年
会
議
所
会
長

の
原
島
卓
男
さ
ん
も
そ
の
一
人
で

す
。「
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
に
使
わ
れ

た
ポ
ン
テ
ロ
ー
ザ
は
、
ト
マ
ト
の
原

種
で
今
は
育
て
る
の
も
た
い
へ
ん
だ

と
思
う
」と
い
う
原
島
さ
ん
の
言
葉

通
り
、
苗
は
な
か
な
か
う
ま
く
育
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
白
石
さ

ん
た
ち
は
ト
マ
ト
を
育
て
た
か
っ
た

と
い
う
よ
り
、
苗
と
一
緒
に
北
本
の

「
ト
マ
ト
の
物
語
」「
ト
マ
ト
の
歴
史
」

を
市
民
に
届
け
た
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
活
動
は
、
西
小
学
校
や
北
本
高

校
の
生
徒
た
ち
の
活
動
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
物
語
の
継
承
を
可
能
に
す

る
の
は
、
北
本
の
大
地
、「
農
」が
充

実
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
原
島
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
北
本
で
は
ほ
と
ん
ど
の

野
菜
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
、
畜
産

関
係
も
充
実
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か

し
、「
完
全
北
本
産
食
材
給
食
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
原
島
さ
ん

に「
実
は
、
あ
き
ん
ど
塾
で
も『
北

本
弁
当
』を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が

あ
っ
た
」と
話
す
の
は
大
熊
さ
ん
。

「
顔
の
見
え
る
食
材
で
作
る
お
弁
当
。

直
売
所
だ
け
で
な
く
近
隣
の
ス
ー

パ
ー
で
も
売
れ
れ
ば
い
い
な
」と
、

座
談
会
の
席
で
も
小
さ
な
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
。突

然
来
て
も
、ま
ち
の
深
い

と
こ
ろ
に
関
わ
れ
る

　

キ
タ
ミ
ン
・
ラ
ボ
舎
事
務
局
の
空

閑
あ
き
さ
ん
は
、「
私
は
転
入
し
た

ば
か
り
で
す
が
、
北
本
に
は
語
っ
て

く
れ
る
人
が
い
っ
ぱ
い
い
て
、
す
ぐ

に
ま
ち
づ
く
り
の
深
い
と
こ
ろ
に
関

わ
れ
ま
し
た
。
北
本
の
ユ
ニ
ー
ク
な

一
面
だ
と
思
い
ま
す
ね
」と
印
象
を

述
べ
ま
す
。
変
わ
り
始
め
よ
う
と
し

て
い
る
北
本
を
、
住
み
始
め
た
ば
か

り
の
空
閑
さ
ん
が
実
証
し
た
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

無
関
心
を
装
う
市
民
を

巻
き
込
め
！

　

北
本
生
ま
れ
の
若
山
さ
ん
も
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は「
北
本
の
ま
ち
」

に
無
関
心
で
し
た
。
そ
れ
が
、
起
業

し
て
独
立
す
る
と
、
地
元
の
人
脈
や

情
報
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
入
り
、
何

か
を
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
く
な
っ

た
の
で
す
。
若
山
さ
ん
が
提
案
す
る

の
は
、
主
た
る
観
光
地
に
１
時
間
半

で
行
け
る
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る『
北
本
ハ
ブ
化
構
想
』。

一
見
無
関
心
を
装
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

組
を
く
す
ぐ
る
発
想
が
若
山
さ
ん
に

は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
時
代
を
拓
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

　

北
本
市
民
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
か
っ
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う

か
。
大
熊
さ
ん
は
心
配
す
る
必
要
は

な
い
と
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
若
山
さ
ん
の『
北
本
ハ
ブ
化
構
想
』

も
そ
う
だ
が
、
い
い
意
味
で
バ
カ
な

奴
は
た
く
さ
ん
い
る
。
バ
カ
と
は
、

北
本
の
ま
ち
に
熱
心
で
夢
中
に
な
れ

る
奴
の
こ
と
。
そ
う
い
う
人
を
い
か

に
見
つ
け
て
、
い
か
に
結
び
つ
け
、

化
学
反
応
を
起
こ
す
か
。
北
本
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
次
の
段
階
に
入
っ
て

い
る
」と
大
熊
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
農
家
は
案
外
食
べ
て
い
る
人
か

ら
感
想
を
聞
く
こ
と
が
な
い
。
今
後

は
そ
ん
な
機
会
も
ほ
し
い
」と
原
島

さ
ん
。「
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
話
し

合
い
で
は
な
く
、
北
本
の
ま
ち
に
つ

い
て
語
っ
て
い
る
う
ち
に
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
生
ま
れ
る
、
そ
ん
な
流
れ

が
素
敵
だ
と
思
う
」と
空
閑
さ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
結
び
つ
き
、

新
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
北

本
。
そ
こ
に
は
先
人
た
ち
か
ら
受
け

継
い
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
脈
々
と

流
れ
、
新
た
な
時
代
が
切
り
拓
か
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
23
年
7
月
30
日
、「
北
本
ま
ち
づ
く
り

キ
ャ
ラ
バ
ン
」に
て
）

語
り
始
め
た
、北
本
人

　

北
本
を「
自
分
の
ま
ち
」と
意
識

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
最
初
に
動
き

出
し
た
の
は
、
他
の
土
地
か
ら
移
り

住
ん
だ
人
々
で
し
た
。「
よ
そ
か
ら

来
た
人
は
、『
終つ

い

の
棲す

み
か家

』と
い
う
意

識
が
と
て
も
高
い
。
北
本
を
知
り
た

い
、
語
り
た
い
と
い
う
欲
求
は
、
北

本
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
よ
り
強

い
よ
う
に
思
う
」と「
か
た
り
べ
の

会
」や「
き
た
も
と
食
伝
」代
表
の
白

石
春
彦
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
人
は

第
二
の
故
郷
と
し
て
選
ん
だ
土
地
の

方
が
、
自
ら
の
意
志
で
愛
情
を
注
ご

う
と
す
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

そ
ん
な
白
石
さ
ん
た
ち
の
活
動
を

見
な
が
ら
、
や
が
て
北
本
で
生
ま
れ

育
っ
た
人
た
ち
に
も
火
が
着
き
ま

す
。
北
本
あ
き
ん
ど
塾
の
大
熊
利
之

さ
ん
も
、
現
在
の
北
本
ま
ち
づ
く
り

観
光
協
会
副
会
長
を
務
め
る
若
山
晋

さ
ん
も
、に
ぎ
わ
っ
て
い
た
駅
前
や
、

緑
豊
か
な
か
つ
て
の
北
本
の
風
景
を

空
く が

閑あきさん
（キタミン・ラボ舎事務局）

アーティストの荒神明香さんのお
手伝いがきっかけで、北本に転
入しました。まちづくりデザインが
出来上がっている都市と比べて、
北本はこれからいくらでもやれる
ことがあり、その気があれば、いく
らでもまちづくりに関われます。い

つも面白いことが起きていて、それをずっと見ていたい、
そんなまちになるといいなと思っています。
＊「キタミン・ラボ舎」p16参照

若山晋さん
（北本まちづくり観光協会副会長）

地元で起業してからは、仲間と
一緒に自分も何かしたいという
気持ちが生まれました。北本は
“家を持ちやすい”まち。スキー場
も、海水浴場も、温泉も、高速を
使えば１時間半。大きな観光地
がなくても、よその観光地を満喫

できる場所です。そこに住んで北本の野菜やお祭りの良
さにふれることで、「住んでいいまち北本」を実感すると
いう発想が可能なのではないでしょうか。

大熊利之さん
（北本あきんど塾代表）

まちは「へそ」の部分ににぎわい
を作って、商業や市民が滞留しな
いと文化が育ちません。そのために
「あきんど市」を開催しています。
いろんな団体も育ってきたので、
次はどれだけ連携して、チーム
ワークを組み、更にスケールアップ

できるかです。そのためのコーディネーターであるプロ
デューサーの誕生が待たれるところです。
＊「北本あきんど塾」p15参照

原島卓男さん
（北本市農業青年会議所会長・梨農家）

西口広場に農家の直売所ができ
ればいいなと思っています。小学
校で野菜作りをして採れたて野菜
のおいしさを実感してもらう活動も
しています。今の北本の農業を支え
ているのは70代の方。青年会議
所の会員に20代は５人くらいしか

いません。この20代が最後の農家とならないように、子ど
もたちに北本の採れたて野菜のおいしさを伝えていきた
いです。

白石春彦さん
（きたもと食伝代表）

長崎県出身で、北本は第二の故
郷です。「きたもと食伝」では、「石
戸トマトクリーム」の復刻を目指し、
ポンテローザを市民の皆さんと育
てたり、西小や北本高校の生徒た
ちとトマト料理レシピ作りを進めたり
しています。北本の食と歴史を通じ

て、子どもたちに北本の良さを伝えていきたいと思ってい
ます。
＊「きたもと食伝」p29参照



第1回普通選挙実施
張作霖爆殺事件
太平洋戦争始まる
改正市町村制実施
朝鮮戦争勃発
ソ連が人工衛星スプートニク1号の打ち上げに成功
新国民健康保険法施行
国産初の電子レンジ発売
東京都の人口が世界1位（1千万人突破）
米ケネディ大統領暗殺
東海道新幹線開業
東京オリンピック開幕
ソ連が人類初の宇宙遊泳に成功
沖縄返還協定調印式
ソニーが世界初のカセット式テープレコーダーを開発

江崎玲於奈氏、ノーベル物理学賞受賞
ジャンボ宝くじ発売
佐藤栄作元首相がノーベル平和賞受賞
山陽新幹線、岡山～博多間開業
ベトナム戦争終結
初の静止気象衛星ひまわり1号打ち上げ
王貞治氏、756号ホームラン世界記録達成
日中平和友好条約調印
国公立大学第1回共通一次試験実施
アジア初の東京サミット開催
福井謙一氏、ノーベル化学賞受賞
カード式公衆電話登場、テレホンカードブーム
参議院議員選挙に比例代表制を導入して実施

国鉄分割・民営化でJR誕生
朝日新聞阪神支局銃撃事件
大韓航空機爆破事件
消費税3％導入
東西ドイツ統一
湾岸戦争開始
ソ連邦消滅
ブラジルで国連環境開発会議（地球サミット）開幕
Jリーグ開幕
大江健三郎氏がノーベル文学賞受賞
阪神淡路大震災発生
HIV起訴和解、薬害エイズ問題
アトランタ五輪開幕
和歌山でカレー毒物混入事件
米国で同時多発テロ発生
アジア初の日韓共催サッカーW杯開幕
住基ネット本格稼働、新サービス開始
新潟県中越地方で震度7の地震発生
インド洋スマトラ沖地震で津波被害
JR西日本で列車脱線衝突事故発生
新潟県中越沖地震
郵政民営化スタート
日本人科学者4名がノーベル賞受賞
オバマ氏、米国初の黒人大統領に就任
裁判員制度施行

改正臓器移植法が成立
インドネシアスマトラ島沖大地震発生
オバマ米大統領ノーベル平和賞受賞
小惑星探査機「はやぶさ」が7年ぶりに帰還
尖閣諸島沖で中国漁船が海上保安庁の巡視船に衝突
東日本大震災発生

昭
和

3年 5月 石戸トマトクリームが、御大礼博覧会で優良国産賞を受賞
8月 高崎線北本宿駅営業開始

16年 3月 多聞寺のムクロジが県天然記念物に指定
18年 2月 石戸村と中丸村が合併、北本宿村誕生
25年 6月 駅前に北本宿村役場を新築
27年 7月 高崎線が電化され、電気機関車が走る
34年 11月 町制施行により北本宿村を北本宿町とし、名称変更により北本町誕生
36年 3月 北本宿駅が北本駅に改称される
37年 5月 大宮～鴻巣間国道17号が開通
38年 4月 現在地に町役場庁舎が完成
39年 7月 北本町・鴻巣市・吹上町・菖蒲町・川里村で北本地区衛生組合を設立

10月 オリンピック東京大会の聖火が町内を通過
40年 8月 町章が制定される
46年 4月 北本市で初めての保育園、中央保育所開所

9月 日本住宅公団北本団地第一次入居開始
11月 市制施行により、北本市誕生

48年 1月 北本市の歌、北本音頭ができる
49年 7月 子供公園が開園

8月 市立図書館が開館
50年 4月 県立北本高等学校が開校

4月 北本駅西口広場が完成
52年 9月 北本駅橋上駅舎が完成

11月 市の木「さくら」、市の花「きく」を制定
53年 12月 老人福祉センターが開館
54年 2月 人口5万人となる

6月 防災行政無線スタート
56年 11月 市民憲章制定、北本市社会福祉協議会を設立
57年 5月 荒井橋が永久橋として開通
59年 3月 埼玉中部環境センター完成

4月 中央公民館・中央図書館の複合施設、文化センター完成
4月 あすなろ学園（精神薄弱者通所授産施設）開所

61年 11月 第1回北本まつり開催
62年 5月 北本総合公園・荒井公園テニスコート完成

6月 人口が6万人となる

平
成

元年 4月 北里研究所メディカルセンター病院開院
2年 9月 シルバー人材センターを設立
3年 6月 体育センターが開館

10月 福島県河沼郡会津坂下町と姉妹都市を提携
4年 7月 北本自然観察公園が開園
5年 6月 総合公園野球場がオープン
6年 8月 人口が7万人となる
7年 6月 高尾さくら公園が開園
8年 3月 第1回さくらまつりを開催

4月 常備消防の広域化（埼玉県央広域事務組合）
10年 7月 野外活動センターのキャンプ場が開園
13年 10月 北本市児童憲章「北本っ子未来への誓い」を制定
14年 ４月 駅西口ビルが完成
15年 ５月 地場物産館「桜国屋」が開館
16年 10月 彩の国まごころ国体開催

11月 北本ピアノコンクールを開催
17年 9月 高尾宮岡ふるさとの緑の景観地が県の緑のトラスト保全第8号に決定
19年 1月 市民大学きたもと学苑を設立

2月 北本ジュニア囲碁まつり2007を開催
20年 4月 地域食材供給施設「さんた亭」がオープン

5月 クレジットカードによる市税等の納付を開始
21年 1月 第1回きたもとアマチュアバンドフェスティバルを開催

3月 子供公園に40ｍを超えるローラー滑り台を設置
5月 江崎グリコ（株）の新工場の建設が決定
9月 北本市自治基本条例を制定

10月 北本市デマンドバスのテスト運行開始
10月 日本文化デザイン会議2009「アートプロジェクト in北本市」を開催

22年 1月 乳幼児医療費支給対象を中学生まで拡大
3月 圏央道「桶川北本インターチェンジ」が開通

23年 11月 市制施行40周年

北本のあゆみ 社会の出来事

※写真提供：北本市教育委員会
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北本のあゆみ

History of Kitamoto
Settlements were first established in Kitamoto about 20 thousand years ago. After the 3rd century AD, many settlements and mounded 
tombs were made. In the 8th century, Buddhism was introduced. From the 12th to the 19th century, warriors took an active part in the 
city’s development. In those days, commodities and culture came in and out from Kitamoto through the roads and waterways. In 1889, 
Nakamaru Village and Ishito Village were established. In 1943, the two villages merged, and Kitamoto-juku Village was established. In 
1959, Kitamoto-juku Village became Kitamoto Town, and then Kitamoto City in 1971.

平
成
23
年
に
市
制
施
行
40
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
北
本
市
。

こ
の
地
の
歴
史
は
、約
2
万
年
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

先
人
の
思
い
を
未
来
へ
と
手
渡
す
た
め
に
、

北
本
の
あ
ゆ
み
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
々
が
暮
ら
し
始
め
た	

原
始
・
古
代

　

北
本
の
地
に
人
々
が
住
み
始
め
た
の
は
約
2
万
年

前
。
旧
石
器
時
代
の
人
々
が
獲
物
を
追
い
か
け
て
き

た
跡
が
、
下し

も
じ
ゅ
く宿

遺
跡
や
提ち

ょ
う
ち
ん
ぎ
や
ま

灯
木
山
遺
跡
で
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
に
な
る
と
高
台
に
ム
ラ
が
で

き
ま
し
た
。
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
か
ら
は
全
国
的
に
も

珍
し
い
漆
塗
土
器
が
、
宮
岡
氷
川
神
社
前
遺
跡
か
ら

は
耳
飾
り
や
土
偶
な
ど
マ
ツ
リ
の
道
具
が
出
土
し
ま

し
た
。
古
墳
時
代
に
な
る
と
荒
川
沿
岸
に
集
落
や
古

墳
が
多
く
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

奈
良
･
平
安
時
代
に
は
仏
教
が
伝
わ
り
、
下
宿
遺

跡
か
ら
は
仏
像
の
描
か
れ
た
紡
錘
車
が
、
讃さ

ぬ
き
や

岐
谷
遺

跡
か
ら
は「
奉
真
願
」と
記
し
た
墨ぼ

く
し
ょ書

土
器
が
出
土
し

て
い
ま
す
。

武
士
が
活
躍
し
た
中
世
・
交
通
の
要
衝
と
な
っ
た	

中
世
・
近
世	

　

鎌
倉
時
代
に
は
、
石
戸
氏
の
館
と
思
わ
れ
る
堀
ノ

内
館
が
構
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
宮
館
跡
か
ら
は
中
国

製
の
高
価
な
青
磁
が
出
土
し
ま
し
た
。
戦
国
時
代
に

は
石
戸
城
が
築
か
れ
、
上
杉
氏
と
北
条
氏
の
攻
防
の

前
線
基
地
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
中
山
道
の
宿
場
が
鴻
巣
へ
移
転
。

「
本
宿
」と
い
う
地
名
は
そ
の
名
残
で
す
。
2
カ
所
に

立
場（
休
憩
所
）が
設
け
ら
れ
、
街
道
を
行
き
交
う
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
荒
川
に
は
3
カ
所
に
河
岸
場

が
設
け
ら
れ
、
江
戸
と
結
ん
で
物
資
や
文
化
が
行
き

交
い
ま
し
た
。

村
か
ら
町
へ
、そ
し
て
北
本
市
へ

明
治
～
現
在

　

明
治
22
年
、
合
併
に
よ
り
14
の
村
が
中
丸
村
と
石

戸
村
の
2
村
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
に
は
、
石
戸
村
で
ト
マ
ト
の
栽
培
が
盛

ん
に
な
り
、組
合
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
ト
マ
ト
ク
リ
ー

ム
は
御
大
礼
博
覧
会
で
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
に
は
中
丸
村
と
石
戸
村
が
合
併
し
、
北

本
宿
駅
の
駅
名
か
ら
北
本
宿
村
と
な
り
ま
し
た
。
昭

和
30
年
代
以
降
に
は
人
口
が
急
増
。
同
34
年
に
町
制

施
行
し
北
本
町
に
、
同
46
年
に
は
市
制
を
施
行
し
て

「
北
本
市
」が
誕
生
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

北
本
の
あ
ゆ
み

H
IS

T
O

R
Y
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ITA

M
O

T
O

国道17号が開通（昭和37年）※

体育センター竣工式典（平成3年）※

第1回さくらまつり（平成8年）※

北本団地入居開始（昭和46年）※

宮岡氷川神社前遺跡出土の土偶
（写真提供：北本市教育委員会）

中山道分間延絵図（本宿付近）
（写真提供：東京国立博物館 TNM image Archives）

町制施行の旗行列（昭和34年）
（写真提供：北本市教育委員会）
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1.5ha

雑種地
8.5％

168.6ha

その他
17％

342.5ha

総数
1984.0ha

田
3.2％
63.3ha

畑
27％
533.8ha

宅地
40％
793.7ha

山林
4％

80.6ha

原野
0.08％
1.5ha

雑種地
8.5％

168.6ha

その他
17％

342.5ha

1月

統計期間／降水量・平均気温…1981年～2010年
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標高が一番高い場所は高尾付近
です。
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数 字 で 知 る

北本って、こんなまち
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長い

市の中央部を南北に走るJR高崎線の両側を、それぞれ20mの幅で、延
長約1.3km、面積3.2haの緑地帯として市が保全整備しています。北本
を象徴する緑地でもあります。 ※JR高崎線軌道敷地外より撮影

約1.3km
高崎線沿いの北本中央緑地の林は沿線で唯一の雑木林です。

東経139度32分、北緯36度01分25秒
北本市は、経度はオーストラリアのアデレードの西側、緯度はラスベガスとほぼ同じで、サンフランシスコ・北京・アテネの南に位置しています。
日本の中では、埼玉県のほぼ中央に位置し、東京日本橋から約45km。北部および東部を鴻巣市、南部を桶川市、西部を比企郡吉見町、南西部を比企郡川島町と
接しています。面積19.84km2で、市域の大部分が大宮台地上のほぼ平坦な地形です。西に荒川、東に赤堀川が流れ、市の中央部を国道17号線やJR高崎線が
縦断し、これに沿って市街地が形成されています。 （資料：気象庁）

19,986人
1日平均約2万人の人が北本駅から乗車しています。
JR高崎線は身近な市民の足。全市民の1／3弱の人が、通勤や通学、その
他の用事で日常的に駅を利用していることになります。乗車客数と降車客数を
ほぼ同数とすると、1日約4万人もの人々が北本駅で乗り降りしています。平成
24年春の関東グリコ北本ファクトリーの稼動開始に伴い、さらに利用客が増加
するものと思われます。

「北本って、どんなまち？」って問われたら、何と答えますか？
大都市でもなく、田舎でもなく、全国的に知られる観光地でもなく……。
一見これといった特徴がないのではとも思えます。
そんな北本を“数字”で見てみましょう。
このまちならではの暮らしが、きっと見えてくることでしょう。

約40%ずつ
宅地と同じくらい緑地があり、緑あふれる住環境です。
土地の利用は、宅地の割合が約40％と一番多いですが、田・畑・山林原野
などを合わせた緑の土地もほぼ同じくらい残っています。雑種地（スポーツ広
場など）、その他（寺社の境内や保安林、道路、公園など）まで含めると約
60％と、緑の環境に恵まれています。北本市より北に向かうと山林原野が増え
る一方、都心に近づく平野部では田畑や緑地が少なくなる傾向があります。宅
地と緑豊かな土地がバランスよく配分された北本市は、住みよい環境といえる
でしょう。

14.8ºC、 1,346.0mm
年間の平均気温と降水量から、温暖で過ごしやすい気候がわかり
ます。
過去30年間を平均した年間平均気温は14.8℃、降水量1,346.0mm
で、それぞれ東京の16.3℃、1,528.8mmに比べると若干低めですが、
冬の平均気温が氷点下になることはなく、適度な降水量があり、比較的過
ごしやすい気候といえるでしょう。世界に目を向けると、緯度がほぼ同じアメ
リカ・ラスベガスの過去30年間の平均気温20.3℃、ロサンゼルスの
17.3℃より低く、サンフランシスコが14.5℃で北本とほぼ同じです。同様
にニューヨーク13.2℃、アテネ18.8℃、北京12.9℃となっています。

荒井橋は、北本市と吉見町を結ぶ県道33号線の道路橋。現在の橋は昭
和57年に竣工しました。前身は「荒井の渡し」。初代の荒井橋は昭和8年
に架けられた木製の冠水橋ですが、13年の荒川の洪水によって流出。当
時の石戸村長が私費を投じて新たな冠水橋を架けました。

642.05m
北本市荒井四丁目と吉見町江和井を結ぶ荒井橋の長さです。

＊地目別土地面積（資料：県市町村課  平成21年1月1日現在）

＊JR高崎線駅別の1日平均乗車人員（資料：JR東日本  平成22年度）

北本の位置

平均気温と降水量

地目別土地面積ＪＲ高崎線駅別１日平均乗車客数

No.1長い

＊月別平均気温と降水量
（資料：気象庁熊谷地方気象台  昭和56～平成22年の平均）

大宮台地の最高地点に位置する北本
市の中でも一番標高が高い場所は、
荒川の河岸段丘になっている高尾付
近です。ここから東に向かってゆるやか
な下り坂となり、市役所の位置が海抜
24.05mです。荒川（旧和田吉野川
や旧入間川）の河床との標高差が大
きいため、洪水の危険性が少なく、古く
から定住に適していました。

高い 海抜32m



死亡数

497人

出生数

512人

転入者数

2,616人
転出者数

2,850人
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15人
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1,863
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事業所数

従業員

建設業農林漁業 製造業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業 金融・保険業
不動産業 医療、福祉 教育、学習支援業 複合サービス事業 サービス業（他に分類されないもの）
公務（他に分類されないもの）

電気・ガス・熱供給・水道業
飲食店、宿泊業

189

1,191 3,291 4,821 1,805 2,588 1,060 3,307

159 511 107 201 142 109 378

農林漁業1

電気・ガス・熱供給・水道業4
情報通信5
18 9

283
264 222 454

電気・ガス・熱供給・水道業162
情報通信56

371農林漁業6

20 10

そば収穫量ランキング
順位 名称 収穫量 (t)
1位 加須市 34
2位 久喜市 33
3位 秩父市 31
4位 三芳町 24
5位 狭山市 16
6 位 北本市 12
7位 熊谷市 9
8位 深谷市 8
9位 杉戸町 8
10位 本庄市 7

プラム収穫量ランキング
順位 名称 収穫量 (t)
1位 美里町 40
2 位 北本市 37
3位 桶川市 30
4位 蓮田市 30
5位 久喜市 20
6位 横瀬町 11
7位 伊奈町 10
8位 秩父市 6
9位 深谷市 5
10位 坂戸市 5

キャベツ収穫量ランキング
順位 名称 収穫量 (t)
1位 深谷市 4,620
2位 本庄市 1,013
3位 上里町 898
4位 和光市 696
5位 熊谷市 630
6位 さいたま市 542
7位 川越市 430
8 位 北本市 427
9位 加須市 240
10位 桶川市 234

落花生収穫量ランキング
順位 名称 収穫量 (t)
1位 飯能市 5
2位 深谷市 5
3 位 北本市 5
4位 日高市 4
5位 さいたま市 3
6位 川越市 3
7位 加須市 3
8位 鶴ケ島市 3
9位 狭山市 3
10位 桶川市 3

トマト収穫量ランキング
順位 名称 収穫量 (t)
1位 深谷市 3,499
2位 加須市 2,072
3位 さいたま市 1,385
4位 本庄市 1,173
5位 上里町 1,003
6位 川島町 707
7位 春日部市 593
8位 熊谷市 532
9位 川越市 462
10位 越谷市 449
11位 白岡町 399
12 位 北本市 385

広い多い多い 高い
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平成21年の人口の増減は、自然増減15人、転出入－234人でした。
近隣の市では、久喜市が北本市と同じく転入より転出が多く、桶川市や鴻巣市
では逆に転入者の方が多くなっています。環境のよさ、暮らしやすさをさらにア
ピールしたいものです。

69,761人27,416世帯
平成22年の人口は、全国809市区の中で409
位と、ほぼ真ん中です。
日本の中で人口規模がほぼ同じなのは、千葉県銚
子市、東京都武蔵村山市、兵庫県丹波市などで
す。昭和30年からの推移を見てみると、人口は約
5倍、世帯数は10倍以上に増加しました。

30代後半と60代
働き盛りの年代と定年前後の年代に人口のピークがあります。
この先、ますます高齢化が進むと思われます。一方、30代以下が逆階段状に
減少して少子化が進んでいるのは、全国的な傾向と同様です。子育てしやすい
まちづくりに、さらに力を入れる必要があるでしょう。

19,881人
市内の事業所で働く従業者数は2万人弱です。
20歳～60歳までの人口の約半数が市内の事業所
で働いています。業種別では卸売・小売業が最も多
く、製造業、医療・福祉関係と続きます。企業誘致等に
より、市内に働く場が増加することが望まれています。

平成6年に完成したス
ポーツ・レクリエーション
活動の拠点施設。大型
のコンビネーション遊具
などを設置する広場の
他、テニスコート、野球
場、多目的広場などがあ
り、園内の池では釣りや
季節の花も楽しめます。

106,108m2
北本で一番広い市営の公園は「北本総合公園」です。

＊男女別年齢別人口（資料：埼玉県統計課  平成22年1月1日現在）

＊人口・世帯数の推移
（資料：住民基本台帳・外国人含まず  各年10月1日現在）

＊市町村別人口異動
（資料：埼玉県統計課  平成21年）

＊市町村別項目別農産物収穫量ランキング（資料：農林水産省ホームページ  平成22年）

＊産業大分類別事業所数及び従業者数
（資料：埼玉県統計課  平成18年10月1日現在）

姉妹都市の会津坂下町をはじめとして全国各地から寄贈された「市民の
ふるさとの桜」など
たくさんの種類の桜
が植えられ、品種と
ともに寄贈者名が
記されています。3
月初旬から4月末ま
で、彩りや趣の違う
さまざまな桜が楽し
めます。

約30種
高尾さくら公園には約30種200本の桜が植えられています。

人口･世帯数の推移

年齢別男女別人口人口動態農産物収穫量ランキング

プラム2位、落花生3位、そば6位、キャベツ8位、トマト12位
収穫量が県内上位にランクインしている農産物です。
トマトのまちというイメージの強い北本市ですが、トマトの収穫量は県内順位12位。ただし、トマトを総面積当たりの作付面積の割合で見てみると北本市は0.20％。深
谷市が0.28％、加須市0.22％、さいたま市0.07％で、トマト畑の割合はベスト3にひけをとらないどころか3位のさいたま市よりはるかに多いことがわかります。一方、
プラムの収穫量は県内2位を誇ります。次いで落花生が3位、「範頼そば」で知られるそばが6位、キャベツも8位と健闘しています。

産業大分類別事業所数及び従業者数

地場産野菜の種類
北本産の野菜を一番多く販売しているのは「桜国屋」です。

自然遊歩道沿いにあり、高さ29
ｍ、根回り3.2mと市内で一番
大きな桜。急斜面のため樹形は
非対称形となっています。樹齢約
200年。毎年3月末ごろに満開
になります。北本市指定天然記
念物。

樹高29m
市内で一番高い桜の木は、北
本自然観察公園のエドヒガン
ザクラです。

地場物産館「桜国屋」は、地元で採れた新鮮な野菜や季節の果物、手作
りの加工品や北本ならではの物品を販売しています。敷地内には、北本そ
ば打ち愛好会によ
る「北本さんた亭」
があり、地場産そ
ば粉100％のそ
ばを提供。薬味の
ネギやてんぷらの
具材もすべて地
場産にこだわって
います。



福祉のために(民生費)  113,666円

道路などの整備のために(土木費)  31,644円

教育のために(教育費)  29,995円

市民サービスのために(総務費)  29,520円
ごみ処理や健康のために(衛生費)  20,614円

借金返済のために(公債費)  23,272円
消防や防災のために(消防費)  13,231円
その他(議会、農林、労働等)  7,838円

総額
269,780円

順位 自治体
1 清瀬市（東京都）
2 加須市（埼玉県）
3 豊明市（愛知県）
4 和光市（埼玉県）
5 日光市（栃木県）
6 碧南市（愛知県）
7 志木市（埼玉県）
8 笛吹市（山梨県）
9 北本市
10 長浜市（滋賀県）

人口規模別総合ランキング
（５万人以上10万人未満）

順位 市町名 円
1 鳩山町 381
2 秩父市 377
3 嵐山町 317
4 三芳町 305
5 宮代町 302

…

18 志木市 225
19 北本市 218
20 蕨市 210

順位 市町名 円
36 さいたま市 137

…

40 上尾市 134

…

42 熊谷市 132

…

54 所沢市 108

…

60 川越市 71

順位 都市名 箇所数
1 さいたま市 872
2 川口市 339
3 草加市 264
4 川越市 240
5 春日部市 224
6 所沢市 192
7 鴻巣市 153
8 上尾市 124
9 熊谷市 119
10 加須市 116

順位 都市名 箇所数
11 本庄市 108
11 吉川市 108
13 坂戸市 104
14 深谷市 88
14 戸田市 88
14 北本市 88
17 越谷市 86
18 東松山市 84
19 久喜市 79
20 八潮市 67

市町村 県内順位 犯罪率
蕨市 1 25.33
八潮市 3 21.44
本庄市 14 15.33
吉川市 19 14.64
東松山市 22 14.52
鳩ヶ谷市 23 14.51
鶴ヶ島市 31 13.81

順位 自治体
1 三鷹市（東京都）
2 千代田区（東京都）
3 清瀬市（東京都）
4 荒川区（東京都）
5 北区（東京都）

… …

38 磐田市（静岡県）
39 東温市（愛媛県）
40 北本市
41 福井市（福井県）
42 さいたま市（埼玉県）

700
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市町村 県内順位 犯罪率
志木市 38 13.12
和光市 39 13.09
北本市 47 11.99
飯能市 48 11.94
行田市 50 11.69
桶川市 54 11.32
蓮田市 59 9.95
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数字で知る 北本って、こんなまち

218円（県内64市町村中19位）
市立図書館の図書購入費は、県内では上位です。
平成22年度の県内市町村の図書館の図書購入費は、県平均155円に対して
北本市は218円。これは順位でいうと64市町村中19位となり、県内では上位
に位置しています。ちなみに1位は鳩山町、18位は志木市、20位は蕨市でした。

88カ所（県内64市町村中14位）
市民の憩いの場、都市公園の数は県内で14位です。
都市計画区域内に整備された都市公園の数です。現在は2カ所追加になり90
カ所となっています。県立の北本自然観察公園をはじめ、もともと緑豊かな環境
を誇る北本市ですが、生活に密着した憩いの場もたくさんあることがわかります。

801g（全国平均994g）
平成22年に、市民1人当たりが１日に排出したごみの量です。
平成10年からのデータの推移を見てみると、14年をピークに徐々に減少傾向
にあることがわかります。市民の環境に対する意識が年々高まってきているといえ
るでしょう。ちなみに平成21年度の全国平均994gとくらべると、北本市民の意
識の高さが見えてきます（ただし、市町村により分別・収集方法は異なります）。

11.99%（県内64市町村中47位）
１千人当たりの刑法犯犯罪率の県内順位は47位です。
犯罪率の低さも暮らしやすいまちの指標の一つです。人口規模が同じくらいの
市の中で比べても下位に位置しています。

約27万円
平成23年度予算のうちで市民1人当たりに使われるお金です。
目的別に見るとグラフのようになり、福祉のために使われるお金が多いことがわ
かります。一方、市民1人当たりが負担する市税は115,152円です。

全国では４番目に古い板石塔婆です。貞永二
年（1233）の銘をもち、高さは160ｃｍを測り
ます。正面に梵字で阿弥陀三尊と「光

こうみょうへんじょう

明遍照
十
じっぽ う せ か い

方世界　念
ねんぶつしゅ

佛衆生
じょう

　摂
せっし ゅ ふ し ゃ

取不捨」の偈
げ

を刻
んでいます。もとは蒲ザクラの根元に置かれて
いました。現在は、東光寺境内の収蔵庫に保
管されています。県指定文化財。国認定重要
美術品。

下石戸下のデーノタメ遺跡から発掘された漆塗り土器は、約4,800年前の
縄文時代中期のもの。黒漆を下地に赤漆で文様を描く色鮮やかな土器で
す。漆塗土器は破片ながらも300以上見つかり、これだけまとまって出土す
るのは全国的にも珍しいといわ
れます。
「デーノタメ」とは、かつてこの
地に所在していた湧水池の呼
称で、この水源の周りに縄文
人が暮らしを営んでいました。

約4,800年前
デーノタメ遺跡から出土した漆塗り土器のつくられた年代です。

1233年
東光寺の阿

あ み だ さ ん ぞ ん

弥陀三尊種
し ゅ じ

子板
い た い し と う ば

石塔婆の
つくられた年です。

＊人口１人当たり図書購入費（上位及び主要な市町村を抜粋）
（資料：平成23年度埼玉の公立図書館調査票）

＊市町村別都市公園整備箇所数（上位20位までを抜粋）
（資料：埼玉県の都市公園2011  平成22年3月31日現在）＊目的別市民1人当たりに使われるお金

（資料：財政課  平成23年度）

小学生3,661人／中学生1,830人
少子化により児童・生徒数は減少してきています。
小･中学校ともに児童・生徒数は年々減少してきており、平成8年と比べると約
70％となっています。この減少傾向は全国的なもので、隣接する鴻巣市・桶川
市も同様です。さらなる子育て支援や学校教育の充実が望まれます。

＊小・中学校の学級数・児童生徒数の推移（資料：学校基本調査  各年5月1日現在）

＊1日1人当たりのごみ排出量（資料：くらし安全課）

＊人口１千人当たりの全刑法犯・市町村別犯罪率
（人口6万～8万人台の市町村を抜粋）
（資料：くらし安全課  平成22年）

全国40位（806市区中）
平成20年度の行政サービス度は、全国806市区中40位です。
「子育て環境」「高齢者福祉」「教育」「公共料金等」「住宅・インフラ」の5項
目の評価を総合した行政サービス度調査で、全国783市と東京23区の合計
806市区中40位となりました。調査は2年ごとに実施され、平成16年度は
434位、平成18年度は137位でしたから、本市の行政サービス度が飛躍的
に向上してきていることがわかります。

1位（人口規模別県内18市中）
人口５万～10万人の県内の市の中で行政の透明度、効率化・活性化度
は１位です。
「透明度」「効率化・活性化度」「市民参加度」「利便度」を評価する行政革新
度ランキングで、透明度は全国60位（県内5位）。効率化・活性化度は全
国77位（県内2位）。人口5万人以上10万人未満の県内の市の中では、透
明度と効率化・活性化度が1位、総合順位も久喜市に次いで2位となりました。

全国9位（人口5万〜10万の261市区中）
人口規模別ランキングでは、人口5万人以上10万人未満の全国の自治体の
中で、堂々9位に入りました。分野別ランキングでは「教育」が全国13位、個
別ランキングでは国民健康保険料の低さが全国9位、また、全校で土曜日に
補習を実施する自治体17市区の1つにも数えられました。

＊「行政サービス度」の総合ランキング（全国順位・人口規模別順位）
（資料：全国市区の行政比較調査データ集  平成20年度）

全刑法犯・市町村別犯罪率ランキング １人当たりの図書購入費ランキング 小学校・中学校の推移

市町村別都市公園整備箇所数ランキング １日１人当たりのごみの排出量市民１人当たりに使われるお金

行政サービス度の
総合ランキング

地
名
の
由
来

古
く
か
ら
呼
び
習
わ
さ
れ
て
い
る
北
本
の
地
名
に
は
、

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
歴
史
や
風
土
、

特
徴
な
ど
に
由
来
す
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

地
名
を
た
ど
れ
ば
、

祖
先
の
暮
ら
し
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
参
考
文
献
：『
埼
玉
県
地
名
誌
』、『
北
本
地
名
誌
』、『
ふ
る
さ
と
北
本
』

深 

井
深
い
井
戸
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
戦
国
時
代
に

は
深
井
氏
が
統
治
し
た
土
地
。

宮 

内
神
社
の
あ
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
。
日
本
武
尊
が

建
立
し
た
と
伝
わ
る
氷
川
神
社
に
由
来
。

東 

間
も
と
は
鴻
巣
領
の
東
新
田
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
鴻

巣
の
東
方
に
位
置
す
る
こ
と
に
由
来
。

元
の
鴻
巣
宿
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
本
鴻
巣
村
と

な
り
、
本
宿
村
と
改
称
し
た
が
、
同
じ
北
足
立
郡

の
中
に
も
う
１
カ
所
、
本
宿
村（
現
・
さ
い
た
ま

市
）が
あ
っ
た
た
め「
北
本
宿
」と
な
っ
た
。

石 

戸 

古
く
は
石い
し
と
さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

戸
左
衛
門
尉
の
在
所
で
石
戸
郷
と

い
っ
た
。「
石
戸
」の
意
味
は
「
石
津
」で
、
津
は

船
着
き
場
の
こ
と
。

高 

尾
高
い
と
こ
ろ
を
意
味
す
る
タ
ツ
コ
が
な
ま
っ
て

変
化
し
た
も
の
で
、「
高
尾
」は
そ
の
当
て
字
。
も

と
は
田
高
（
た
こ
う
）村
と
い
っ
た
。

堀
ノ
内
堀
の
内
は
一
般
的
に
、
城
や
館
の
跡
に
つ
け
ら
れ

る
地
名
。
石
戸
左
衛
門
尉
の
城
址
に
由
来
す
る
と

思
わ
れ
る
。

中 

丸
「
丸
」は
「
山
」の
意
味
。
山
岳
だ
け
で
は
な
く
、

台
地
、
丘
陵
、
林
、
あ
る
い
は
地
区
画
を
意
味
す

る
場
合
も
あ
る
。

二
ツ
家
そ
の
昔
、
人
家
が
２
軒
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
こ

と
に
由
来
。
長
く
「
ふ
た
つ
え
」と
呼
ば
れ
て
き

た
。

宮 

岡 

氷
川
神
社
、
厳
島
神
社
、
須
賀
神
社
の
三
社
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
。

北
本
宿

（写真提供：北本市教育委員会）（写真提供：北本市教育委員会）



市制施行40周年記念　2011北本市市勢要覧　40

会津坂下町の奇祭「大俵引き」

Administration
For the future town planning, it is required to enhance transparency of public administrative 

management, and to establish a structure and system for the participation of citizens. The city is 

promoting cooperation with its citizens in order to realize the future image of a “healthy and cultural city 

surrounded by greenery.” Giving priority to the improvement of services provided to citizens, it promotes 

efficient public administration management, and tries to provide administrative information openly.

Assembly
The City Assembly, which represents the citizens, is an opportunity to reflect citizens’ hopes and needs 

in the city administration. It consists of 20 representatives and holds regular sessions and extraordinary 

sessions. The individual representatives belong to three standing committees, carrying out investigation 

activities and assessments in the specific field assigned to each committee. 

行政・議会
Administration / Assembly 

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
加
・
参
画
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

市
民
参
加
・
参
画
、
市
民
と
行
政
の

協
働
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
行
政
運
営
に
関
す
る
透
明
性

を
高
め
、
市
民
参
加
・
参
画
の
仕
組

み
と
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、「
緑
に
か
こ
ま
れ
た
健

康
な
文
化
都
市
」を
将
来
都
市
像
に

掲
げ
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

第
一
に
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

行
政
改
革
、
さ
ら
に
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
し
た
市
政
情

報
の
発
信
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

市
民
と
行
政
を
結
び
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
議
会

　

地
方
公
共
団
体
の
自
主
、
自
立
と

効
率
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る

昨
今
、市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
は
、

市
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
場
で
す
。

　

北
本
市
議
会
は
、
市
民
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
20
人
の
議
員
で
構
成
さ

れ
、
年
4
回
の
定
例
議
会
の
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
臨
時
議
会
を
開
催
し

ま
す
。
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
総
務
文

教
・
保
健
福
祉
・
建
設
経
済
の
3
つ

の
常
任
委
員
会
の
い
ず
れ
か
に
所
属

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
分
野
で
調
査

活
動
や
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
議
会
運
営
委
員
会
、
庁
舎

等
建
設
特
別
委
員
会
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

左から、小尾富士雄教育長、石津賢治市長、下田正幸副市長

左から、加藤勝明議長、島野和夫副議長

議会風景

わたくしたちは、北本市民であることに誇りと責任をもち、

緑にかこまれた健康な文化都市をきずくため、ここに市民憲章を定めます。

わたくしたちは

郷土を愛し　自然を大切にします

健康を願い　思いやりの心を育てます

教養を高め　きまりを守ります	 （昭和56年11月3日制定）

北本っ子 未来へのちかい

わたしたちは、	緑にかこまれた北本の未来のために、明るく、たくましく、自分の道を進んでいくことを約束し、ここに「北本っ子	未来へのちかい」

を定めます。

いのち・健康	 すべての命を大切にし、元気に自分らしく生活します。

夢・希望	 夢をかなえるため、未来に向かって挑戦します。

友情・思いやり	 相手の気持ちを考え、友だちの輪を広げていきます。

感謝・礼儀	 感謝の心を持ち、大きな声であいさつをします。

自然・ふるさと	 緑いっぱい、ふれあいいっぱいの北本をつくります。	 （平成13年10月25日制定）

福島県河沼郡会津坂下町

会津坂下町は、会津西部の中心都市で面積91.65km2、人口約1万7千人の美しい自然環境に恵まれ、歴史に培われ

た文化財や祭りを数多く残すまちです。北本市制20周年記念事業の一つとして平成3年10月19日に姉妹都市とな

りました。

福島県河沼郡会津坂下町、千葉県富津市、茨城県牛久市、新潟県十日町市

北本市民憲章

北本市児童憲章

姉妹都市

災害時相互応援協定締結都市

市章
北本の2字を図案化したもので、
市勢の円満な発展と繁栄を願う
意味から丸く組み合わせ、市の
融和を表したものです。
（昭和40年8月1日制定）

市の木／桜
国の天然記念物に指定されて
いる石戸蒲ザクラや桜の名所の
城ヶ谷堤など、市民に親しまれ
ていることから指定されました。
（昭和52年11月3日制定）

市の花／菊
多年草で北本の風土になじみ、
市民から親しみ愛され、そして、
古くから北本の特産品として知
られていることから指定されま
した。（昭和52年11月3日制定）

イメージキャラクター／
とまちゃん
北本トマトのブランド化を図る
ことを目的に公募で選出された
イメージキャラクターです。


